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絵
画
資
料
に
見
る
初
期
歌
舞
伎
の
芸
態
1
若
衆
歌
舞
伎
の
絵
画
ー
諏
訪
春
雄
一
　
絵
画
資
料
を
中
心
と
し
た
初
期
歌
舞
伎
研
究
の
一
環
と
し
て
、
本
稿
で
は
若
衆
歌
舞
伎
の
絵
画
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。
こ
の
種
の
絵
画
資
料
を
文
献
の
補
助
資
料
と
し
て
使
用
す
る
研
究
法
は
、
歌
舞
伎
が
、
本
来
、
視
覚
性
や
空
間
性
を
重
視
す
る
芸
術
で
あ
る
が
故
に
、
時
と
し
て
文
献
以
上
の
直
接
的
効
果
を
期
待
で
き
る
も
の
で
あ
る
が
、
一
方
で
は
、
真
贋
の
判
別
、
画
題
、
制
作
時
期
の
判
断
、
系
統
や
類
型
表
現
に
つ
い
て
の
考
察
な
ど
、
あ
ら
か
じ
め
解
決
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
も
多
い
。
本
稿
で
は
、
そ
う
し
た
資
料
価
値
を
め
ぐ
る
基
礎
的
問
題
に
考
察
を
限
定
し
、
こ
れ
ら
の
絵
画
資
料
群
を
使
用
し
て
の
若
衆
歌
舞
伎
そ
の
も
の
の
究
明
は
別
稿
に
ゆ
ず
る
こ
と
，
に
す
る
。
　
若
衆
歌
舞
伎
を
画
題
と
し
て
制
作
さ
れ
た
絵
画
資
料
と
し
て
本
稿
で
と
り
あ
げ
る
も
の
は
次
の
十
五
種
で
あ
る
。
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布
施
幸
次
氏
旧
蔵
六
曲
一
隻
屏
風
（
守
随
憲
治
・
秋
葉
芳
美
両
氏
共
編
『
歌
舞
伎
図
説
』
第
十
図
そ
の
他
所
収
）
木
村
斯
光
氏
旧
蔵
二
曲
一
隻
四
条
芝
居
図
（
竹
内
芳
太
郎
氏
『
日
本
劇
場
図
史
』
第
二
冊
そ
の
他
所
収
）
大
光
院
本
名
所
風
俗
図
（
角
川
書
店
『
洛
中
洛
外
図
』
写
真
版
芸
能
部
所
収
）
六
曲
一
双
京
名
所
風
俗
図
（
現
所
蔵
者
不
明
）
六
曲
一
隻
寛
永
期
歌
舞
伎
屏
風
（
吉
田
暎
二
氏
「
新
発
見
の
歌
舞
伎
屏
風
」
『
浮
世
絵
美
讃
』
『
歌
舞
伎
絵
の
研
究
』
等
所
収
）
塚
田
豊
明
氏
所
蔵
寛
永
期
若
衆
歌
舞
伎
六
曲
一
双
屏
風
（
吉
田
暎
二
氏
「
寛
永
期
若
衆
歌
舞
伎
屏
風
」
『
歌
舞
伎
絵
の
研
究
』
そ
の
他
所
収
）
六
曲
一
隻
中
屏
風
（
吉
田
暎
二
氏
「
歌
舞
伎
芝
居
屏
風
に
つ
い
て
」
『
歌
舞
伎
絵
の
研
究
』
所
収
）
42
　
8
　
庶
民
遊
楽
図
六
曲
一
双
屏
風
（
『
小
林
和
作
家
蔵
浮
世
絵
肉
筆
名
品
画
集
』
、
昭
和
四
十
四
年
六
月
日
本
橋
三
越
本
店
展
覧
会
目
録
『
初
期
肉
　
　
筆
浮
世
絵
屏
風
』
・
諏
訪
春
雄
『
歌
舞
伎
開
花
』
そ
の
他
所
収
）
　
9
　
歌
舞
伎
・
遊
楽
図
十
二
図
（
『
浮
世
絵
芸
術
創
刊
号
』
昭
和
三
十
七
年
九
月
号
所
収
）
　
1
0
　
大
関
藤
吉
氏
旧
蔵
六
曲
一
双
歌
舞
伎
屏
風
（
竹
内
芳
太
郎
氏
『
日
本
劇
場
図
史
』
第
二
冊
所
収
）
　
1
1
　
　
『
歌
舞
伎
研
究
』
表
紙
絵
二
図
（
『
歌
舞
伎
研
究
第
十
三
輯
・
第
十
四
輯
』
昭
和
二
年
六
月
号
・
七
月
号
所
収
）
　
1
2
　
山
東
京
伝
考
証
歌
舞
伎
古
図
一
巻
（
『
浮
世
絵
と
版
画
』
昭
和
二
十
四
年
六
月
号
所
収
の
ち
『
森
銑
三
著
作
集
第
四
巻
』
再
録
）
　
1
3
　
若
衆
歌
舞
伎
図
二
葉
（
現
所
蔵
者
不
明
）
　
1
4
　
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
所
蔵
六
曲
一
双
四
条
河
原
図
屏
風
（
諏
訪
春
雄
『
歌
舞
伎
開
花
』
そ
の
他
所
収
）
　
1
5
　
寛
永
期
八
曲
一
双
江
戸
名
所
図
屏
風
（
諏
訪
春
雄
・
内
藤
昌
共
編
『
江
戸
図
屏
風
』
所
収
）
　
以
上
の
絵
画
資
料
は
、
い
ず
れ
も
絵
画
史
的
観
点
か
ら
は
、
寛
永
期
か
、
寛
永
期
か
ら
遅
れ
て
も
そ
う
遠
く
な
い
時
期
に
成
立
し
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
画
題
を
若
衆
歌
舞
伎
の
舞
台
に
限
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
6
の
六
曲
一
双
屏
風
は
、
吉
田
暎
二
氏
の
「
歌
舞
伎
絵
の
研
究
』
や
、
昭
和
四
十
五
年
に
京
都
国
立
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
京
名
所
風
俗
図
展
の
解
説
目
録
で
は
、
若
衆
歌
舞
伎
と
し
て
い
る
が
、
『
演
劇
百
科
大
事
典
』
（
平
凡
社
）
で
は
、
　
「
女
歌
舞
伎
」
の
項
に
寛
永
期
と
し
て
挿
絵
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
7
の
六
曲
一
隻
中
屏
風
は
、
こ
れ
を
紹
介
さ
れ
た
吉
田
暎
二
氏
は
、
女
歌
舞
伎
の
舞
台
と
さ
れ
て
い
る
が
、
筆
者
は
、
芸
態
そ
の
他
か
ら
判
断
し
て
、
若
衆
歌
舞
伎
と
考
え
て
い
る
。
　
一
体
、
若
衆
歌
舞
伎
の
舞
台
を
、
女
歌
舞
伎
の
舞
台
と
区
別
す
る
特
色
は
何
で
あ
ろ
う
。
男
性
の
若
衆
が
演
じ
た
舞
台
が
若
衆
歌
舞
伎
で
あ
り
、
女
、
性
が
中
心
と
な
っ
て
演
じ
た
舞
台
が
女
歌
舞
伎
で
あ
る
こ
と
に
疑
問
は
な
い
が
、
事
実
は
、
女
歌
舞
伎
の
役
者
た
ち
の
ほ
と
ん
ど
は
男
装
し
て
お
り
、
若
衆
も
女
装
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
、
こ
の
両
者
の
区
別
は
、
絵
画
資
料
の
う
え
か
ら
は
か
な
ら
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。
従
前
の
諸
家
の
研
究
は
、
こ
の
点
の
区
別
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
こ
の
方
面
の
研
究
に
先
鞭
を
つ
け
ら
れ
た
後
藤
慶
二
氏
は
、
大
正
十
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
　
『
日
本
劇
場
史
』
　
（
岩
波
書
店
）
の
中
で
、
慶
長
か
ら
寛
文
に
及
ぶ
時
期
を
能
舞
台
襲
用
時
代
と
さ
れ
て
、
そ
の
後
の
引
幕
大
道
具
創
始
時
代
（
自
寛
文
至
旱
保
）
、
劇
場
屋
根
架
設
時
代
（
自
享
保
至
寛
政
）
、
舞
台
破
風
消
滅
時
代
（
自
寛
政
至
明
治
）
と
区
別
さ
れ
、
更
に
細
分
さ
れ
て
、
48
代時用襲台舞能
大
　
　
さ
謡
　
　
座
外
　
囲
　
ひ
　
一
　
　
櫓
淺
敷
第
一
期
方
二
間
矢
来
に
莚
を
張
る
丸
太
を
掘
立
て
て
作
り
五
本
の
鑓
及
び
梵
天
を
立
つ
第
二
期
方
三
間
藤
生
二
木
戸
・
を
板
張
に
し
・
入
留
と
な
・
鑓
を
横
に
置
く
第
三
期
同
同
　
　
す
べ
て
板
囲
と
な
る
　
　
　
　
　
　
　
櫓
は
角
材
に
て
組
む
桟
敷
を
設
く
第
四
期
同
同
同
の
四
期
と
さ
れ
て
い
る
が
、
各
期
の
年
代
は
か
な
ら
ず
し
も
明
確
で
な
い
。
文
中
か
ら
読
み
と
る
と
、
大
体
、
第
一
期
が
慶
長
時
代
、
第
二
期
が
元
和
・
寛
永
時
代
、
第
三
期
が
正
保
以
降
万
治
ま
で
、
第
四
期
が
寛
文
以
降
と
な
っ
て
、
若
衆
歌
舞
伎
の
舞
台
の
特
色
は
、
第
二
期
と
第
三
期
に
ま
た
が
っ
て
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
女
歌
舞
伎
と
若
衆
歌
舞
伎
の
境
界
は
は
っ
き
り
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
　
こ
の
後
藤
氏
の
説
に
よ
っ
て
、
更
に
そ
の
細
部
を
充
填
さ
れ
た
の
が
、
吉
田
暎
二
氏
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
氏
は
自
説
を
組
織
立
っ
て
開
陳
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
。
い
ま
、
同
氏
の
歌
舞
伎
絵
に
関
す
る
諸
論
考
を
集
成
さ
れ
た
『
歌
舞
伎
絵
の
研
究
』
　
（
昭
和
三
十
八
年
、
緑
園
書
房
）
に
よ
っ
て
、
氏
の
所
説
を
整
理
し
て
み
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
氏
の
説
も
時
代
を
経
る
に
従
っ
て
若
干
変
化
し
て
い
る
の
で
、
も
っ
と
も
新
し
い
説
と
み
ら
れ
る
も
の
を
示
す
。
　
舞
台
の
大
き
さ
　
　
方
三
間
と
な
っ
た
の
は
寛
永
中
期
。
　
謡
座
　
　
謡
座
が
で
き
た
の
は
元
和
年
間
。
脇
座
の
欄
干
は
最
初
は
竹
。
元
和
の
末
、
寛
永
の
初
期
か
ら
木
材
と
な
る
。
　
橋
掛
り
　
　
橋
掛
り
の
外
に
竹
柵
が
設
け
ら
れ
た
の
は
寛
永
初
年
。
　
外
囲
い
　
　
周
囲
の
切
り
も
が
り
が
板
囲
い
と
な
っ
た
の
は
寛
永
中
期
。
入
口
が
板
張
り
の
二
個
入
ロ
と
な
る
の
は
元
和
の
末
か
ら
寛
　
　
永
時
代
。
鴬
木
戸
の
柱
が
角
材
、
周
囲
が
板
張
り
と
な
っ
た
の
は
寛
永
中
期
。
　
櫓
　
　
櫓
の
丸
太
が
角
材
と
な
っ
た
の
は
慶
長
後
半
期
。
櫓
の
鑓
が
横
に
お
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
寛
永
時
代
。
櫓
下
の
看
板
が
44
　
　
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
慶
長
中
期
。
は
じ
め
は
矩
形
一
枚
で
、
元
和
か
ら
寛
永
に
か
け
て
、
矩
形
が
上
部
を
山
形
に
し
た
　
　
庵
看
板
と
な
り
、
正
保
時
代
に
は
こ
れ
が
三
枚
に
ま
で
増
加
す
る
。
　
桟
敷
　
　
桟
敷
の
創
設
は
女
歌
舞
伎
時
代
。
寛
永
時
代
に
は
正
面
桟
敷
も
架
設
さ
れ
て
い
た
。
　
鳴
物
　
　
三
味
線
の
使
用
は
慶
長
の
末
の
十
五
、
六
年
か
ら
。
　
観
客
　
　
観
客
の
中
に
僧
侶
の
姿
を
多
く
見
る
の
は
若
衆
歌
舞
伎
。
　
こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
吉
田
氏
の
説
は
、
後
藤
氏
の
説
を
継
承
し
な
が
ら
、
そ
の
後
発
見
さ
れ
た
多
く
の
資
料
に
よ
っ
て
、
更
に
精
密
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
吉
田
氏
に
よ
っ
て
、
莫
然
と
幅
を
も
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
た
後
藤
説
が
限
定
さ
れ
、
修
正
さ
れ
て
、
多
く
は
そ
の
時
期
を
遡
ら
せ
ら
れ
て
い
る
。
桟
敷
、
鳴
物
、
観
客
な
ど
に
つ
い
て
の
吉
田
氏
の
説
も
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
　
昭
和
三
十
二
年
に
『
日
本
劇
場
史
の
研
究
』
（
相
模
書
房
）
を
出
版
さ
れ
た
須
田
敦
夫
氏
は
、
付
録
に
「
日
本
劇
場
史
表
」
を
付
け
ら
れ
て
、
創
始
期
か
ら
明
治
末
期
ま
で
の
劇
場
の
変
化
を
表
に
し
て
示
し
て
お
ら
れ
る
。
主
要
な
も
の
を
抜
書
し
て
次
に
掲
げ
て
み
よ
う
。
　
外
郭
様
式
　
構
造
様
式
規
模
等
　
　
鴬
木
戸
は
概
し
て
一
箇
所
な
れ
ど
も
二
箇
所
の
も
の
も
あ
り
（
慶
長
末
）
。
木
戸
口
の
傍
に
は
札
売
台
を
置
く
　
　
（
元
和
初
）
。
本
期
は
外
郭
の
発
達
史
上
前
時
代
に
於
け
る
竹
矢
来
莚
張
形
式
よ
り
次
期
の
永
久
的
な
る
板
囲
乃
至
板
塀
式
に
至
る
過
　
　
渡
期
な
り
と
謂
ひ
得
、
此
の
現
象
は
前
時
代
の
如
き
一
時
的
興
行
法
よ
り
漸
次
常
芝
居
（
常
設
劇
場
）
と
し
て
一
定
の
場
所
に
永
久
　
　
的
興
行
を
な
す
に
至
れ
る
に
因
る
（
寛
永
中
期
）
。
　
細
部
様
式
　
櫓
　
　
櫓
に
は
毛
鑓
五
本
（
又
は
三
本
）
を
前
部
の
台
輪
に
横
ふ
る
事
と
な
る
（
慶
長
中
期
）
。
三
道
具
は
尚
形
式
的
に
存
在
せ
る
も
鑓
と
　
　
共
に
全
く
当
初
の
効
用
を
失
ひ
た
り
（
慶
長
末
）
。
本
期
に
入
り
て
普
遍
化
せ
る
梵
天
は
江
戸
時
代
の
上
期
迄
あ
り
（
江
戸
慶
長
末
か
ら
　
　
元
和
初
）
。
客
寄
せ
の
櫓
太
鼓
は
前
期
よ
り
あ
り
。
江
戸
に
於
て
は
次
期
の
延
宝
七
年
禅
る
所
あ
っ
て
廃
せ
り
と
伝
ふ
（
元
和
期
）
。
　
　
櫓
の
台
輪
に
横
へ
し
毛
鑓
は
寛
永
の
頃
よ
り
漸
次
五
本
に
統
一
せ
ら
れ
る
（
寛
永
初
）
。
前
時
代
以
来
櫓
上
又
は
其
の
傍
に
形
式
的
に
　
　
置
か
れ
し
三
道
具
は
正
保
期
以
後
廃
さ
る
（
寛
永
期
）
。
前
時
代
の
後
期
以
来
櫓
幕
の
正
面
に
一
座
の
太
夫
名
及
び
大
歌
舞
伎
な
る
文
　
　
字
を
染
む
る
事
は
寛
永
期
に
終
る
（
寛
永
末
）
。
正
保
期
以
降
櫓
の
台
輪
を
後
世
の
如
く
井
桁
に
組
め
る
も
の
あ
れ
ど
未
だ
普
遍
的
な
45
　
ら
ず
（
正
保
期
）
。
看
板
　
　
当
初
看
板
は
概
ね
櫓
下
魚
木
戸
の
上
部
に
唯
一
箇
を
掲
ぐ
（
慶
長
前
期
）
。
櫓
下
に
庵
看
板
を
掲
ぐ
。
庵
看
板
に
は
開
演
月
　
日
、
場
所
、
太
夫
及
び
一
座
の
名
等
を
記
載
せ
り
（
慶
長
末
）
。
櫓
下
に
後
世
の
如
く
三
枚
の
庵
看
板
を
掲
ぐ
る
も
の
あ
れ
ど
も
未
だ
　
異
例
な
り
と
す
（
正
保
期
）
。
観
覧
場
様
式
　
　
　
　
　
　
マ
マ
土
間
　
　
此
の
部
の
観
客
は
毛
離
或
ひ
は
鑓
等
の
敷
物
に
坐
し
又
は
地
上
に
立
ち
た
る
ま
ま
舞
台
を
観
覧
せ
り
（
慶
長
前
期
）
。
土
間
の
　
一
隅
に
物
売
台
を
設
け
観
客
に
飲
食
物
を
給
す
る
事
既
に
本
期
よ
り
行
は
る
（
慶
長
末
）
。
桟
敷
　
　
桟
敷
は
一
般
に
土
間
の
両
側
に
平
行
し
て
構
設
せ
ら
る
（
慶
長
前
期
）
。
桟
敷
は
概
し
て
丸
太
の
堀
建
柱
に
て
一
層
な
り
。
下
　
部
は
吹
抜
き
と
す
（
慶
長
中
期
）
。
桟
敷
の
床
高
は
三
尺
前
後
に
て
床
下
は
吹
抜
き
な
る
も
桟
敷
に
準
じ
て
其
の
前
面
に
幕
を
張
り
地
　
上
に
毛
藍
を
敷
き
て
一
部
の
土
間
客
の
見
所
に
当
て
た
る
例
寡
か
ら
ず
（
慶
長
末
）
。
桟
敷
の
手
摺
に
は
赤
き
毛
藍
を
掛
く
る
事
と
な
　
る
（
寛
永
初
）
。
舞
台
様
式
主
要
舞
台
（
本
舞
台
）
　
屋
根
は
切
妻
破
風
に
し
て
江
戸
時
代
中
期
の
寛
政
年
間
迄
各
時
代
を
通
じ
て
本
質
的
変
化
な
し
（
慶
長
前
期
）
。
　
方
二
間
程
度
が
通
例
に
て
後
に
方
三
間
程
度
の
も
の
あ
り
（
京
間
）
。
舞
台
の
高
さ
は
約
二
尺
五
寸
床
下
は
吹
抜
き
と
す
（
慶
長
前
期
）
。
　
後
座
は
あ
れ
ど
も
脇
座
は
未
だ
一
般
に
設
け
ら
れ
ず
（
慶
長
前
期
）
。
橋
掛
は
一
般
に
後
座
に
直
交
す
（
但
し
当
時
の
能
舞
台
の
如
き
斜
交
　
式
の
も
の
も
あ
り
）
又
右
架
式
（
右
構
法
）
の
も
の
多
し
。
高
欄
あ
り
（
慶
長
中
期
）
。
舞
台
は
前
期
の
方
二
間
式
の
他
方
三
問
程
度
の
も
　
の
も
あ
り
（
慶
長
末
期
）
。
吹
抜
高
さ
（
舞
台
床
高
）
は
約
三
尺
と
な
る
（
慶
長
末
）
。
当
時
能
舞
台
に
普
遍
化
し
つ
つ
あ
り
し
脇
座
を
移
　
入
せ
る
も
の
あ
り
（
慶
長
末
）
。
舞
台
の
周
囲
の
土
間
に
能
舞
台
の
如
く
木
柵
を
設
け
し
劇
場
あ
り
（
寛
永
初
）
。
前
時
代
後
期
よ
り
寛
　
永
前
期
に
亙
り
て
京
都
四
条
河
原
に
は
女
歌
舞
伎
の
総
踊
流
行
す
。
之
が
演
出
上
の
必
要
と
劇
場
自
体
の
膨
張
に
比
例
し
て
舞
台
は
　
著
し
く
拡
大
さ
れ
遂
に
方
三
間
乃
至
其
れ
以
上
の
大
舞
台
を
構
う
る
に
至
れ
り
（
寛
永
初
）
。
寛
永
六
年
、
女
歌
舞
伎
の
禁
制
と
同
時
　
に
舞
台
の
登
場
人
物
は
三
人
以
下
た
る
べ
き
制
限
を
付
せ
ら
れ
た
れ
ば
舞
台
は
漸
縮
の
傾
向
を
示
し
爾
後
は
方
二
間
程
度
に
復
せ
　
り
（
寛
永
初
）
。
正
保
期
以
降
舞
台
の
床
下
を
吹
抜
き
と
せ
ざ
る
も
の
出
で
承
応
期
に
は
橋
掛
の
床
下
に
も
然
る
も
の
あ
る
を
認
む
る
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に
至
る
（
正
保
～
承
応
期
）
。
寛
永
期
に
は
後
座
の
背
後
に
屏
風
を
立
て
て
楽
屋
を
隔
て
し
も
正
保
の
頃
に
は
慶
斗
羽
目
と
せ
る
例
あ
　
　
り
。
又
承
応
の
頃
に
は
能
舞
台
に
倣
い
て
松
絵
を
画
け
る
鏡
板
の
舞
台
も
あ
れ
ど
歌
舞
伎
劇
場
に
は
遂
に
一
般
化
す
る
に
至
ら
ざ
り
　
　
し
な
り
（
寛
永
～
承
応
期
）
。
寛
永
期
以
来
舞
台
に
脇
座
を
設
置
せ
る
例
も
あ
れ
ど
歌
舞
伎
劇
場
に
於
け
る
地
謡
方
脇
方
等
の
位
置
は
　
　
必
ず
し
も
能
の
制
法
に
依
ら
ず
寧
ろ
之
よ
ゆ
離
脱
せ
ん
と
す
る
傾
向
あ
り
。
従
っ
て
純
然
た
る
脇
座
は
遂
に
普
遍
化
せ
ず
（
寛
永
～
　
　
明
暦
期
）
。
本
期
に
入
り
て
橋
掛
は
後
座
に
直
交
し
殆
ど
右
架
法
に
統
一
さ
る
。
是
能
の
舞
法
が
当
時
右
舞
法
に
統
一
せ
ら
れ
し
た
め
　
　
橋
掛
が
右
架
法
に
限
ら
る
に
至
り
し
趨
勢
に
平
行
せ
る
も
の
な
り
（
明
暦
末
）
。
橋
掛
の
若
松
は
本
期
迄
に
て
廃
絶
す
（
万
治
初
）
。
　
二
次
的
舞
台
及
幕
類
等
　
　
舞
台
の
三
方
に
水
引
幕
を
張
る
（
慶
長
前
期
）
。
橋
掛
の
末
の
幕
口
に
揚
幕
あ
り
（
慶
長
前
期
）
。
後
座
及
び
　
　
橋
掛
の
背
後
は
未
だ
鏡
板
或
い
は
板
羽
目
等
に
よ
り
て
仕
切
ら
ず
一
般
に
幕
を
以
て
之
に
代
ふ
（
慶
長
中
期
）
。
　
一
般
に
脇
座
な
き
為
　
　
地
謡
方
は
難
子
方
と
共
に
後
座
に
在
り
（
慶
長
中
期
）
。
創
始
期
乃
至
本
期
に
於
け
る
後
座
と
橋
掛
の
幅
員
は
共
に
六
尺
程
度
に
し
て
　
　
後
者
の
長
さ
は
二
間
内
外
を
通
例
と
す
（
慶
長
元
和
期
）
。
後
座
の
背
後
に
幕
を
張
り
後
部
の
楽
屋
と
仕
切
る
事
は
本
期
に
於
て
終
り
　
　
此
に
代
り
て
松
羽
目
を
張
る
に
至
る
。
能
舞
台
の
鏡
板
の
影
響
と
見
ら
る
（
正
保
慶
安
期
）
。
　
楽
屋
　
　
楽
屋
は
後
座
の
背
後
に
在
り
。
建
築
様
式
的
に
は
江
戸
時
代
上
期
迄
殆
ど
一
定
の
制
法
な
く
当
時
の
住
宅
の
形
式
に
準
ず
　
　
（
慶
長
前
期
）
。
楽
屋
に
は
未
だ
一
般
的
な
る
建
築
様
式
な
し
。
さ
れ
ど
其
の
形
式
は
概
し
て
後
世
の
大
部
屋
式
に
し
て
、
役
者
、
難
　
　
子
方
、
地
謡
方
等
は
一
箇
所
に
控
へ
た
り
（
慶
長
元
和
期
）
。
床
は
板
敷
上
に
薄
縁
を
敷
く
も
の
等
あ
り
（
慶
長
元
和
期
）
。
壁
の
構
造
　
　
は
仮
設
的
の
も
の
に
あ
り
て
は
莚
を
垂
れ
半
永
久
的
の
も
の
に
は
板
羽
目
或
ひ
は
土
壁
と
す
る
も
あ
り
。
又
三
者
を
混
用
せ
る
も
の
　
　
も
見
ゆ
。
江
戸
時
代
上
期
迄
何
れ
も
此
の
程
度
と
す
（
慶
長
末
期
）
。
　
以
上
が
須
田
敦
夫
氏
の
叙
述
す
る
寛
文
期
以
前
の
歌
舞
伎
劇
場
建
築
の
様
式
で
あ
る
。
こ
こ
に
示
さ
れ
る
様
式
は
、
氏
が
、
当
時
の
確
実
な
絵
画
資
料
と
認
定
し
た
も
の
か
ら
抽
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
根
本
資
料
の
時
代
判
定
が
異
な
れ
ば
、
当
然
に
、
出
て
く
る
結
論
は
違
っ
た
も
の
と
な
る
。
絵
画
資
料
の
時
代
判
定
に
は
劇
場
建
築
の
様
式
に
対
す
る
あ
る
程
度
の
知
識
が
前
提
と
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
知
識
を
得
る
た
め
に
は
、
絵
画
資
料
の
時
代
が
決
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
矛
盾
が
そ
こ
に
つ
き
ま
と
う
こ
と
に
な
る
。
一
見
解
決
不
可
能
の
矛
盾
の
よ
う
で
あ
る
が
、
絵
画
資
料
の
時
代
判
定
に
は
、
他
に
絵
の
様
式
や
流
派
の
消
長
、
使
用
さ
れ
る
紙
や
絵
具
の
材
質
、
劇
場
以
外
の
建
築
様
式
、
描
写
さ
れ
る
風
俗
な
ど
の
手
掛
り
が
あ
り
、
そ
う
し
て
得
ら
れ
た
知
識
を
亦
用
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
47
る
。
右
に
見
て
き
た
後
藤
、
吉
田
、
須
田
三
氏
の
記
述
に
は
、
微
妙
に
食
い
違
う
点
も
あ
る
が
、
相
互
に
一
致
す
る
点
も
あ
る
。
こ
の
三
氏
の
説
を
綜
合
し
て
、
若
衆
歌
舞
伎
が
行
な
わ
れ
た
寛
永
か
ら
承
応
に
か
け
て
の
歌
舞
伎
劇
場
の
建
築
様
式
を
抽
出
し
て
示
せ
ば
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
　
舞
台
　
　
方
三
間
の
他
に
方
二
間
の
舞
台
も
多
い
。
脇
座
が
み
ら
れ
る
が
普
遍
化
し
て
い
な
い
。
後
座
の
背
後
は
松
羽
目
が
多
く
な
っ
　
．
た
。
舞
台
の
床
下
は
板
張
り
と
し
た
も
の
が
多
い
。
舞
台
の
周
囲
の
土
間
に
能
舞
台
の
よ
う
に
木
柵
を
設
け
た
例
も
み
ら
れ
る
。
　
橋
掛
り
　
　
橋
掛
り
は
後
座
に
直
交
し
、
右
架
法
に
統
一
さ
れ
る
。
橋
掛
り
の
外
に
竹
柵
の
設
け
ら
れ
た
例
も
あ
る
。
　
外
郭
　
　
周
辺
の
切
り
も
が
り
は
板
囲
い
と
な
り
、
入
口
は
板
張
り
の
二
個
入
口
と
な
る
。
蛍
木
戸
の
柱
は
角
材
、
周
囲
は
板
張
り
と
　
　
な
る
。
　
櫓
　
　
櫓
の
丸
太
は
角
材
と
な
り
、
毛
槍
は
横
た
え
ら
れ
る
。
櫓
の
台
輪
を
井
桁
に
組
ん
だ
も
の
も
み
ら
れ
る
。
三
道
具
は
廃
止
の
傾
　
　
向
に
む
か
い
、
正
保
期
以
降
廃
さ
れ
る
。
　
看
板
　
　
櫓
下
看
板
は
上
部
を
山
形
に
し
た
矩
形
の
庵
看
板
と
な
り
、
正
保
時
代
に
は
三
枚
看
板
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
　
観
客
　
　
観
客
の
中
に
僧
侶
の
姿
を
多
く
見
る
。
　
以
上
が
三
氏
の
説
を
綜
合
し
て
得
ら
れ
る
結
論
で
あ
る
。
張
見
世
代
り
に
大
人
数
の
女
た
ち
が
舞
台
で
踊
る
総
踊
り
形
式
が
禁
じ
ら
れ
た
た
め
か
、
舞
台
の
大
き
さ
に
は
縮
小
化
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
他
の
面
で
は
機
能
的
に
進
歩
し
て
い
る
と
い
う
の
が
若
衆
歌
舞
伎
の
舞
台
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
先
学
の
研
究
に
よ
っ
て
も
、
劇
場
様
式
の
傾
向
性
の
大
体
は
把
握
さ
れ
て
も
、
前
後
の
時
代
と
区
別
さ
れ
る
絶
対
的
な
特
色
は
抽
出
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
と
に
一
時
期
、
若
衆
歌
舞
伎
と
女
歌
舞
伎
は
並
行
し
て
行
な
わ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
が
そ
の
判
断
を
一
層
困
難
な
も
の
に
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
劇
場
建
築
様
式
を
中
心
と
し
た
先
学
の
成
果
に
、
さ
ら
に
、
芸
態
を
も
考
慮
に
入
れ
て
、
若
衆
歌
舞
伎
の
舞
台
を
決
定
し
て
い
く
よ
り
他
な
い
よ
う
で
あ
る
。
　
先
に
列
挙
し
た
十
五
種
の
絵
画
資
料
に
逐
一
検
討
を
加
え
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
一48一
二
　
1
布
施
幸
次
氏
旧
蔵
六
曲
一
隻
屏
風
　
屋
敷
の
庭
に
設
置
さ
れ
た
能
舞
台
を
使
用
し
て
歌
舞
伎
を
特
別
上
演
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
京
の
西
本
願
寺
に
現
存
す
る
桃
山
時
代
の
能
舞
台
の
如
く
、
屋
敷
内
に
設
置
さ
れ
た
能
舞
台
に
は
こ
う
し
た
形
式
を
と
る
も
の
が
多
い
。
　
右
第
二
扇
、
第
三
扇
に
は
、
座
敷
が
描
か
れ
、
若
殿
ら
し
い
人
物
が
多
勢
の
家
臣
を
従
え
て
舞
台
を
見
物
し
て
い
る
。
そ
の
前
方
の
庭
ら
し
い
と
こ
ろ
に
は
、
毛
藍
も
敷
か
れ
、
町
人
、
武
士
、
僧
侶
な
ど
が
入
乱
れ
て
舞
台
に
見
入
っ
て
い
る
。
舞
台
の
屋
根
は
切
妻
、
長
押
に
は
水
引
幕
が
廻
さ
れ
て
い
な
い
。
舞
台
は
問
ロ
が
広
く
四
、
五
間
幅
も
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。
脇
座
も
設
け
ら
れ
て
い
る
。
床
下
は
板
張
り
、
羽
目
も
板
張
り
で
あ
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
橋
掛
り
が
奥
か
ら
舞
台
に
直
角
に
つ
い
て
お
り
、
そ
の
羽
目
に
は
竹
が
描
か
れ
て
い
る
。
脇
柱
か
ら
目
付
柱
ま
で
の
あ
い
だ
に
五
人
、
目
付
柱
か
ら
シ
テ
柱
に
か
け
て
四
人
の
、
計
九
人
の
若
衆
が
両
手
に
二
本
の
擾
を
も
っ
て
長
袖
を
か
ざ
し
て
踊
っ
て
お
り
、
中
央
に
は
左
手
に
桜
の
枝
を
か
ざ
し
、
右
手
に
開
れ
た
扇
子
を
持
っ
た
役
者
が
、
橋
掛
り
か
ら
登
場
す
る
人
物
を
待
ち
う
け
て
い
る
。
橋
掛
り
で
は
、
先
頭
に
、
烏
帽
子
、
華
か
な
小
袖
姿
、
帯
刀
、
手
に
扇
子
、
背
に
御
幣
と
桜
花
を
か
ざ
し
た
業
平
踊
り
の
姿
を
し
た
役
者
が
、
床
几
を
か
つ
い
だ
猿
若
を
伴
に
し
て
登
場
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
う
し
ろ
か
ら
は
、
さ
ら
に
、
桜
花
を
か
つ
ぎ
、
手
に
開
れ
た
扇
子
を
持
っ
た
役
者
が
従
っ
て
い
る
。
　
こ
こ
に
描
か
れ
る
芸
態
は
明
ら
か
に
女
歌
舞
伎
時
代
の
「
茶
屋
遊
び
」
の
演
出
の
発
展
で
あ
る
。
女
歌
舞
伎
の
「
茶
屋
遊
び
」
に
つ
い
て
は
、
前
稿
「
絵
画
資
料
に
見
る
初
期
歌
舞
伎
の
芸
態
ー
『
茶
屋
遊
び
』
の
行
方
ー
」
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
接
を
持
っ
て
踊
る
九
人
の
若
衆
は
茶
屋
の
接
待
女
、
中
央
之
橋
掛
り
の
後
方
に
梅
花
と
扇
子
を
手
に
す
る
二
人
の
人
物
は
、
茶
屋
の
女
房
と
難
子
手
か
ら
の
脱
化
で
あ
ろ
う
。
　
「
茶
屋
遊
び
」
は
す
で
に
女
歌
舞
伎
時
代
に
お
い
て
、
一
つ
の
世
界
と
な
っ
て
、
そ
の
な
か
で
総
踊
り
を
は
じ
め
と
す
る
種
々
の
芸
尽
し
を
見
せ
る
演
出
法
に
進
化
し
て
い
た
が
、
本
図
で
は
、
そ
う
し
た
芸
尽
し
と
し
て
、
　
「
業
平
踊
り
」
を
演
じ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
　
「
業
平
踊
り
」
は
ま
た
「
大
小
狂
言
」
と
も
呼
ば
れ
、
女
歌
舞
伎
時
代
に
も
行
な
わ
れ
た
が
、
若
衆
歌
舞
伎
時
代
に
発
展
し
て
、
そ
の
代
表
的
演
目
と
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
唾
子
方
は
、
後
座
に
毛
藍
を
敷
い
て
坐
し
、
笛
、
小
鼓
、
大
鼓
、
太
鼓
各
一
人
に
謡
い
手
二
人
が
描
か
れ
て
い
る
。
小
鼓
の
み
が
若
衆
姿
で
他
の
五
人
は
成
人
し
た
お
と
な
で
あ
る
。
他
に
、
脇
座
に
五
人
の
若
衆
が
控
49
え
て
い
る
。
　
2
木
村
斯
光
氏
旧
蔵
二
曲
一
隻
四
条
芝
居
図
　
四
条
河
原
で
操
り
人
形
芝
居
の
小
屋
と
並
ん
で
興
行
し
て
い
る
若
衆
歌
舞
伎
の
芝
居
で
あ
る
。
舞
台
の
広
さ
は
方
三
間
に
拡
大
さ
れ
て
お
り
、
脇
座
も
設
け
ら
れ
て
い
る
。
床
下
は
板
張
り
と
な
り
、
長
押
に
は
水
引
幕
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
舞
台
の
屋
根
は
切
妻
、
羽
目
は
板
張
り
で
あ
る
。
橋
掛
り
は
後
座
右
側
に
直
交
し
、
周
辺
は
竹
矢
来
の
板
張
り
と
な
っ
て
い
る
。
入
口
や
櫓
の
工
合
は
描
か
れ
て
い
な
い
が
、
隣
り
あ
う
人
形
芝
居
は
板
張
り
の
一
個
入
口
で
あ
る
。
　
舞
台
で
は
、
脇
柱
寄
り
に
、
烏
帽
子
、
直
垂
で
手
に
扇
子
を
持
つ
男
が
葛
桶
に
腰
か
け
て
、
橋
掛
り
か
ら
の
若
衆
の
登
場
を
迎
え
て
い
木
村
斯
光
氏
旧
蔵
二
曲
一
隻
四
条
芝
居
図
灘
る
。
橋
掛
り
か
ら
は
四
人
の
若
衆
が
両
手
を
下
に
広
げ
、
右
手
に
扇
子
を
持
っ
て
、
一
列
に
な
っ
て
登
場
し
て
い
る
。
竹
内
芳
太
郎
氏
の
『
日
本
劇
場
図
史
』
収
載
の
図
版
は
、
左
右
を
若
干
切
断
し
て
い
る
た
め
に
若
衆
は
三
人
し
か
描
か
れ
て
い
な
い
が
、
筆
者
の
所
蔵
し
て
い
る
写
真
で
は
、
明
白
に
若
衆
は
四
人
描
か
れ
て
い
る
。
目
付
柱
寄
り
に
は
、
頬
か
ぷ
り
を
し
、
あ
ご
ひ
げ
を
は
や
し
た
下
人
姿
の
猿
若
が
、
手
に
長
柄
の
傘
を
持
っ
て
ひ
か
え
て
い
る
。
こ
の
傘
は
風
流
傘
の
伝
統
を
引
き
つ
つ
も
、
舞
台
で
は
、
貴
人
の
外
出
用
の
日
傘
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
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こ
の
舞
台
の
芸
態
は
、
若
衆
歌
舞
伎
に
は
じ
ま
っ
て
、
野
郎
歌
舞
伎
時
代
に
盛
ん
に
演
じ
ら
れ
る
も
の
で
、
他
に
も
多
く
の
画
証
が
あ
る
。
猿
若
を
音
頭
取
り
と
し
て
、
こ
の
貴
人
の
前
で
踊
り
を
踊
っ
て
み
せ
る
と
い
う
趣
向
で
、
貴
人
が
み
ず
か
ら
音
頭
を
と
り
つ
つ
踊
り
の
群
に
加
わ
っ
て
い
る
例
も
あ
る
。
こ
の
芸
態
の
原
流
は
女
歌
舞
伎
か
ら
若
衆
歌
舞
伎
に
う
け
つ
が
れ
た
「
茶
屋
遊
び
」
で
あ
ろ
う
。
こ
の
舞
台
は
猿
若
と
葛
桶
に
腰
か
け
る
貴
人
と
の
あ
い
だ
に
相
応
の
せ
り
ふ
の
や
り
と
り
が
あ
っ
て
、
一
種
の
寸
劇
的
な
構
成
の
な
か
に
、
若
衆
の
群
舞
を
と
り
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
点
で
「
茶
屋
遊
び
」
の
寸
劇
構
成
の
芸
脈
を
引
く
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
若
衆
歌
舞
伎
の
時
代
に
な
っ
て
圧
倒
的
な
力
を
も
っ
て
流
入
し
て
き
た
能
狂
言
の
影
響
を
受
け
て
、
貴
人
の
服
装
そ
の
他
に
能
狂
言
が
影
を
落
し
て
お
り
、
一
方
で
は
、
　
「
茶
屋
遊
び
」
自
体
が
、
本
来
、
女
色
を
対
象
と
す
る
も
の
で
、
若
衆
遊
び
と
は
縁
の
薄
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
事
情
が
、
若
衆
歌
舞
伎
時
代
に
な
っ
て
こ
の
よ
う
な
芸
態
を
生
み
だ
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
後
座
に
は
、
小
鼓
一
人
、
琴
一
人
、
他
に
謡
い
手
が
三
人
み
え
、
三
味
線
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
遊
女
歌
舞
伎
時
代
に
さ
か
ん
に
使
用
さ
れ
た
三
味
線
も
若
衆
歌
舞
伎
で
は
そ
の
は
じ
め
は
そ
れ
ほ
ど
舞
台
で
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
総
踊
り
、
大
踊
り
の
類
が
若
衆
歌
舞
伎
で
は
一
時
衰
退
し
た
と
い
う
こ
と
と
関
連
あ
る
現
象
で
あ
ろ
う
。
　
本
図
と
構
図
の
う
え
で
類
似
し
て
い
る
も
の
に
『
京
童
』
に
「
四
で
う
か
は
ら
か
ぶ
き
」
と
し
て
収
め
る
挿
絵
が
あ
る
。
　
『
京
童
』
の
挿
絵
に
は
猿
若
が
描
か
れ
て
お
ら
ず
、
舞
台
の
踊
り
手
が
頭
に
鉢
巻
ら
し
き
も
の
を
締
め
て
い
る
な
ど
の
若
千
の
相
違
は
あ
る
が
、
全
体
の
類
似
性
は
疑
う
べ
く
も
な
い
。
　
『
京
童
』
の
刊
年
は
明
暦
四
年
で
あ
り
、
こ
の
挿
絵
は
野
郎
歌
舞
伎
を
描
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
ふ
し
が
あ
る
の
で
、
お
そ
ら
く
本
図
が
先
行
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
3
大
光
院
本
名
所
風
俗
図
　
舞
台
は
方
二
聞
程
度
の
小
さ
な
も
の
で
謡
座
も
な
い
。
屋
根
は
切
妻
で
長
押
に
は
水
引
幕
が
張
ら
れ
、
床
下
は
板
張
り
と
な
っ
て
い
る
。
橋
掛
り
は
後
座
に
直
角
に
右
側
に
つ
い
て
お
り
、
松
が
一
本
植
え
ら
れ
て
い
る
。
桟
敷
は
左
右
に
一
層
式
の
も
の
が
か
か
っ
て
お
り
、
下
は
吹
抜
き
と
な
っ
て
い
る
。
木
戸
口
は
板
張
り
が
一
つ
、
上
部
に
は
矩
形
の
看
板
が
掲
げ
ら
れ
、
梵
天
が
両
側
に
立
て
ら
れ
て
あ
り
、
櫓
に
は
幕
が
張
ら
れ
て
、
毛
槍
が
五
本
横
た
え
ら
れ
て
い
る
。
入
口
を
は
い
っ
た
正
面
は
幕
で
ふ
さ
が
れ
、
観
客
は
横
手
に
誘
導
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
　
舞
台
で
は
、
中
央
に
、
太
刀
を
帯
び
、
烏
帽
子
を
か
ぶ
っ
た
若
衆
が
一
人
、
手
に
扇
を
持
っ
て
舞
っ
て
い
る
。
背
に
は
御
幣
ら
し
き
も
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六
曲
一
双
名
所
風
俗
図
の
を
負
う
て
い
る
。
こ
れ
は
、
若
衆
歌
舞
伎
か
ら
野
郎
歌
舞
伎
の
時
代
に
か
け
て
さ
か
ん
に
行
な
わ
れ
た
「
業
平
踊
り
」
を
描
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
後
座
の
難
子
方
が
、
小
鼓
二
人
で
構
成
さ
れ
、
三
味
線
が
み
え
な
い
の
も
若
衆
歌
舞
伎
に
よ
く
み
ら
れ
る
構
成
で
あ
る
。
4
六
曲
一
双
京
名
所
風
俗
図
　
右
隻
全
面
に
京
清
水
寺
襯
立
H
境
内
、
左
隻
に
は
京
四
条
河
原
の
遊
楽
風
景
を
描
い
て
い
る
。
そ
の
左
隻
の
左
三
扇
に
若
衆
歌
舞
伎
の
小
屋
が
描
か
れ
て
い
る
。
小
屋
の
周
辺
は
板
で
囲
ま
れ
、
入
口
は
、
正
方
形
の
も
の
が
一
つ
、
そ
の
上
に
矩
形
の
看
板
が
か
け
ら
れ
、
六
本
の
毛
槍
が
横
た
え
ら
れ
て
い
る
。
通
常
、
毛
槍
は
櫓
の
上
に
横
た
え
ら
れ
て
い
る
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
こ
の
画
面
で
、
櫓
と
木
戸
口
の
間
に
さ
し
は
さ
ま
れ
る
よ
う
に
横
た
え
ら
れ
て
い
る
の
は
珍
し
い
。
櫓
に
張
ら
れ
た
幕
は
半
分
く
く
り
上
げ
ら
れ
、
中
に
太
鼓
を
打
つ
人
物
が
見
え
る
。
櫓
幕
の
紋
は
桔
梗
で
あ
る
。
　
舞
台
は
方
二
間
で
謡
座
を
欠
い
て
い
る
。
橋
掛
り
は
右
架
直
交
式
で
、
傍
に
松
が
植
え
ら
れ
て
い
る
。
演
じ
ら
れ
て
い
る
芸
態
は
、
こ
れ
も
「
業
平
踊
り
」
で
、
烏
帽
子
に
上
下
を
つ
け
た
介
抱
の
役
者
も
ひ
か
え
て
い
る
。
こ
の
二
人
の
人
物
は
、
　
『
松
竹
本
歌
舞
伎
草
子
』
な
ど
に
す
で
に
画
証
の
あ
る
大
小
の
難
子
手
で
あ
ろ
う
。
後
座
に
は
大
小
の
鼓
各
一
人
が
見
え
、
他
に
謡
い
手
ら
し
い
人
物
の
姿
も
描
か
れ
て
い
る
。
5
六
曲
一
隻
寛
永
期
歌
舞
伎
屏
風
　
右
三
扇
に
舞
台
と
観
客
、
左
三
扇
に
一
層
式
で
下
方
吹
抜
き
の
桟
敷
、
そ
の
前
に
毛
翫
を
敷
い
て
見
物
す
る
観
客
、
土
間
の
様
子
な
ど
を
描
い
て
い
る
。
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舞
台
は
方
三
間
に
ま
で
拡
大
し
、
他
に
脇
座
（
謡
座
）
が
つ
い
て
い
る
。
屋
根
は
切
妻
で
あ
る
が
、
屋
根
の
流
れ
の
曲
線
が
極
め
て
珍
し
く
、
中
央
に
は
、
蛙
股
を
用
い
、
巨
大
な
剣
酸
漿
の
紋
が
示
さ
れ
て
い
る
。
吉
田
暎
二
氏
は
、
こ
の
紋
と
画
風
か
ら
、
筆
者
を
山
本
吉
次
氏
旧
蔵
の
六
曲
一
隻
女
歌
舞
伎
屏
風
と
同
一
人
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（
「
新
発
見
の
歌
舞
伎
屏
風
」
『
歌
舞
伎
絵
の
研
究
』
所
収
）
。
長
押
に
は
水
引
幕
、
舞
台
後
方
は
幕
羽
目
と
な
っ
て
い
る
。
難
子
方
は
、
小
鼓
二
人
、
大
鼓
一
人
、
謡
い
手
三
人
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
　
舞
台
で
は
狂
言
が
上
演
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
紹
介
者
吉
田
暎
二
氏
の
詳
細
な
記
述
が
あ
る
。
氏
に
よ
れ
ば
、
舞
台
で
上
演
さ
れ
て
い
る
狂
言
は
、
若
衆
歌
舞
伎
の
役
者
に
よ
っ
て
演
じ
ら
れ
る
「
宝
の
笠
」
（
か
く
れ
笠
）
で
あ
る
。
こ
の
狂
言
は
「
宝
の
槌
」
か
ら
改
作
さ
れ
た
の
で
、
太
郎
冠
者
が
ス
ッ
パ
に
騙
さ
れ
て
、
か
く
れ
笠
だ
と
い
う
宝
物
を
買
わ
さ
れ
、
主
人
に
叱
ら
れ
る
筋
の
も
の
で
あ
る
が
、
描
か
れ
て
い
る
の
は
主
人
（
ア
ド
）
と
太
郎
冠
者
で
あ
る
。
舞
台
で
演
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
が
狂
言
で
あ
る
た
め
に
、
こ
の
舞
台
は
能
舞
台
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
も
生
じ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
吉
田
氏
は
、
第
一
に
、
能
の
方
で
は
、
う
し
ろ
の
幕
張
羽
目
は
、
元
和
時
代
ま
で
で
、
寛
永
時
代
に
は
板
羽
目
に
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
絵
で
は
幕
張
羽
目
で
あ
る
こ
と
、
第
二
に
、
能
舞
台
で
は
、
長
押
に
水
引
を
張
り
め
ぐ
ら
す
こ
と
は
き
わ
め
て
異
例
で
あ
る
の
に
ひ
き
か
え
て
、
歌
舞
伎
の
方
で
は
、
お
国
歌
舞
伎
の
昔
か
ら
、
長
押
の
水
引
は
定
式
で
あ
っ
た
こ
と
、
第
三
に
、
能
猿
楽
舞
台
で
は
、
舞
台
の
正
面
に
階
段
が
あ
る
が
、
歌
舞
伎
舞
台
に
は
、
そ
れ
が
な
い
こ
と
、
第
四
に
、
真
の
狂
言
で
あ
る
と
ア
ド
が
葛
桶
を
用
う
る
べ
き
と
こ
ろ
が
、
こ
の
絵
で
は
、
床
几
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
床
几
は
、
当
時
の
他
の
歌
舞
伎
図
で
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
歌
舞
伎
で
は
よ
く
用
い
ら
れ
た
も
の
で
、
巷
間
に
南
蛮
趣
味
の
横
溢
し
た
時
代
を
物
語
る
一
資
料
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
第
五
に
、
舞
台
が
右
構
え
（
橋
掛
り
が
向
か
っ
て
左
に
あ
る
も
の
）
で
あ
る
の
に
、
難
子
の
坐
り
方
が
左
構
え
（
橋
掛
り
が
向
か
っ
て
右
に
あ
る
も
の
）
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
理
由
を
挙
げ
て
、
こ
の
絵
が
歌
舞
伎
舞
台
で
あ
る
こ
と
を
立
証
し
よ
う
と
さ
れ
て
い
る
（
吉
田
氏
前
掲
論
文
）
。
　
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
若
衆
歌
舞
伎
と
若
衆
狂
言
の
興
行
の
入
り
ま
じ
っ
て
混
在
す
る
状
態
か
ら
、
若
衆
狂
言
の
座
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
を
捨
て
て
お
ら
れ
な
い
郡
司
正
勝
氏
の
よ
う
な
方
も
い
る
（
「
若
衆
か
ぶ
き
以
前
の
少
年
芸
」
『
演
劇
研
究
』
第
四
号
）
。
　
6
塚
田
豊
明
氏
所
蔵
寛
永
期
若
衆
歌
舞
伎
六
曲
一
双
屏
風
　
六
曲
一
双
の
京
名
所
図
屏
風
で
あ
る
。
右
隻
に
は
祇
園
社
頭
の
に
ぎ
わ
い
を
描
写
し
、
左
隻
に
は
歌
舞
伎
芝
居
の
内
外
を
描
写
し
て
い
る
。
こ
の
歌
舞
伎
芝
居
を
『
演
劇
百
科
大
事
典
』
は
「
女
歌
舞
伎
」
の
項
目
中
に
寛
永
期
の
舞
台
の
挿
絵
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。
こ
れ
一53
に
つ
い
て
、
吉
田
暎
二
氏
は
次
の
諸
点
を
挙
げ
て
、
本
図
が
、
女
歌
舞
伎
禁
止
後
の
若
衆
歌
舞
伎
を
描
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
よ
う
と
さ
れ
て
い
る
（
「
寛
永
期
若
衆
歌
舞
伎
屏
風
」
『
歌
舞
伎
絵
の
研
究
』
所
収
）
。
第
一
、
観
客
八
十
六
人
中
十
一
入
（
外
に
三
人
）
の
僧
侶
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
、
こ
の
こ
と
は
、
華
や
か
な
若
衆
歌
舞
伎
の
生
態
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
第
二
、
舞
台
の
広
さ
が
方
二
間
で
謡
座
が
な
い
原
始
的
な
形
式
を
示
し
て
い
る
こ
と
。
第
三
、
本
屏
風
の
入
口
の
描
写
は
、
周
囲
が
莚
張
り
で
出
入
口
が
二
つ
で
あ
り
、
こ
の
形
式
は
元
和
末
か
ら
寛
永
に
は
い
っ
て
の
型
で
あ
る
。
第
四
、
劇
場
の
外
囲
は
、
竹
矢
来
に
莚
張
り
で
あ
り
、
こ
の
形
式
は
、
寛
永
以
後
の
図
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
第
五
、
本
図
の
櫓
は
丸
太
で
組
ん
だ
ま
ま
で
あ
る
が
、
正
保
時
代
に
な
る
と
、
削
っ
た
角
材
を
正
確
に
組
ん
で
造
る
よ
う
に
な
る
の
で
、
本
屏
風
が
寛
永
期
ま
で
の
作
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
第
六
、
鑓
を
横
に
置
く
形
式
は
寛
永
時
代
に
は
い
っ
て
か
ら
は
じ
ま
る
。
第
七
、
桟
敷
に
幕
を
張
り
、
屏
風
な
ど
を
用
い
る
こ
と
が
慶
安
二
年
に
禁
じ
ら
れ
る
が
、
こ
の
屏
風
に
は
、
幕
や
屏
風
は
み
ら
れ
ぬ
も
の
の
、
い
ろ
い
ろ
の
調
度
類
が
持
ち
込
ま
れ
て
い
る
点
は
禁
令
以
前
を
示
し
て
い
る
。
　
以
上
の
吉
田
氏
の
論
拠
の
七
点
の
う
ち
、
第
二
か
ら
第
七
ま
で
の
六
点
は
、
も
っ
ぱ
ら
こ
の
屏
風
の
時
代
判
定
に
つ
い
や
さ
れ
て
お
り
、
女
歌
舞
伎
か
、
若
衆
歌
舞
伎
か
を
決
定
す
る
論
拠
と
し
て
は
第
一
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
第
一
の
僧
侶
の
見
物
客
が
多
い
と
い
う
こ
と
が
、
若
衆
歌
舞
伎
で
あ
る
こ
と
を
判
定
す
る
重
大
な
決
め
手
と
な
り
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
一
例
と
し
て
、
四
条
河
原
の
遊
女
歌
舞
伎
を
描
い
た
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
二
曲
一
双
四
条
河
原
図
の
右
隻
の
佐
渡
島
歌
舞
伎
の
一
座
の
観
客
中
の
僧
侶
の
数
を
調
査
し
て
み
る
と
、
八
十
三
人
中
の
十
四
人
と
な
っ
て
、
む
し
ろ
、
塚
田
氏
屏
風
よ
り
高
い
比
率
と
な
る
の
で
あ
る
。
女
色
を
禁
じ
ら
れ
て
い
る
僧
侶
が
若
衆
歌
舞
伎
の
芝
居
小
屋
に
群
集
す
る
と
い
う
見
方
は
、
表
面
的
に
は
筋
が
立
つ
よ
う
で
あ
る
が
、
事
実
は
以
上
の
通
り
で
あ
っ
て
、
｝
つ
の
傾
向
性
を
示
す
の
み
で
決
定
因
と
は
な
り
に
く
い
。
　
こ
の
舞
台
で
注
意
さ
れ
る
の
は
、
吉
田
氏
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
二
十
人
も
の
多
く
の
役
者
を
登
場
さ
せ
る
群
舞
形
式
を
描
き
な
が
ら
、
舞
台
が
方
二
間
で
、
脇
座
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
お
国
歌
舞
伎
の
素
朴
な
方
二
間
の
舞
台
が
、
脇
座
を
そ
な
え
た
方
三
間
の
大
舞
台
に
発
展
す
る
原
因
を
つ
く
っ
た
の
は
、
四
条
河
原
の
遊
女
た
ち
の
顔
見
世
代
り
の
群
舞
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
事
実
、
四
条
河
原
の
遊
女
歌
舞
伎
を
描
い
た
屏
風
類
は
、
例
外
な
く
、
方
三
間
内
至
は
そ
れ
以
上
の
大
き
さ
に
脇
座
を
そ
な
え
た
大
舞
台
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
大
舞
台
が
、
遊
女
歌
舞
伎
の
禁
止
に
よ
っ
て
、
一
時
的
に
縮
小
の
方
向
に
む
か
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
須
田
敦
夫
氏
も
指
摘
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
と
き
の
禁
令
は
、
江
戸
で
は
、
　
「
此
頃
府
下
に
於
て
女
歌
舞
伎
惣
踊
等
致
候
義
堅
御
制
禁
申
達
候
に
は
、
以
来
相
止
可
申
「
54
事
、
但
三
人
限
り
組
合
申
間
敷
事
、
女
舞
並
お
ど
り
等
の
中
へ
男
児
打
交
り
候
事
、
是
亦
相
止
可
申
事
」
（
『
歌
舞
伎
年
表
』
第
一
巻
所
引
）
と
あ
っ
て
、
多
人
数
に
よ
る
惣
踊
り
を
禁
じ
、
禁
止
を
免
れ
た
若
衆
歌
舞
伎
そ
の
他
で
も
三
人
以
上
が
舞
台
に
組
ん
で
出
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
。
大
坂
な
ど
は
、
間
も
な
く
、
五
十
人
を
一
度
に
出
演
さ
せ
る
よ
う
な
舞
台
を
演
出
し
て
い
た
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
一
時
的
に
舞
台
人
数
が
制
限
さ
れ
、
舞
台
の
縮
小
化
に
向
か
っ
た
こ
と
は
想
像
さ
れ
る
。
こ
の
屏
風
に
描
か
れ
る
舞
台
は
、
こ
の
時
期
の
若
衆
歌
舞
伎
を
描
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
次
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
遊
女
歌
舞
伎
で
演
じ
ら
れ
た
群
舞
に
は
つ
き
も
の
の
伴
奏
楽
器
と
し
て
の
三
味
線
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
総
じ
て
、
若
衆
歌
舞
伎
の
初
期
を
描
い
た
絵
画
は
、
三
味
線
な
し
の
大
小
鼓
に
笛
の
み
の
難
子
方
構
成
が
多
い
。
こ
れ
は
、
元
来
、
三
味
線
を
歌
舞
伎
の
舞
台
で
も
っ
と
も
利
用
し
た
の
は
遊
女
歌
舞
伎
で
あ
り
、
そ
の
遊
女
歌
舞
伎
の
禁
止
以
降
、
若
衆
歌
舞
伎
が
三
味
線
を
舞
台
に
登
場
さ
せ
る
ま
で
に
し
ば
ら
く
の
時
間
の
経
過
を
必
要
と
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
　
舞
台
は
猿
若
を
音
頭
取
り
と
す
る
大
踊
り
を
描
い
て
い
る
。
総
勢
十
九
人
の
踊
り
手
は
衣
装
の
う
え
か
ら
三
群
に
別
け
ら
れ
る
。
こ
の
三
群
入
乱
れ
て
の
大
踊
り
が
展
開
し
て
い
る
。
　
こ
の
種
の
芸
態
な
ら
、
遊
女
歌
舞
伎
で
は
か
な
ら
ず
描
か
れ
て
い
る
ゆ
ら
い
（
美
男
葛
）
を
か
ぶ
っ
た
茶
屋
の
女
房
の
姿
の
見
え
な
い
こ
と
も
若
衆
歌
舞
伎
の
発
展
を
示
し
て
い
る
。
　
7
六
曲
一
隻
中
屏
風
　
こ
の
屏
風
に
つ
い
て
は
紹
介
者
で
あ
る
吉
田
暎
二
氏
の
詳
細
を
極
め
た
解
説
が
あ
る
（
「
歌
舞
伎
芝
居
屏
風
に
つ
い
て
」
『
歌
舞
伎
絵
の
研
究
』
所
収
）
。
氏
は
考
証
さ
れ
て
、
こ
の
屏
風
を
寛
永
期
、
京
の
大
和
大
路
の
芝
居
を
描
い
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
細
部
に
は
若
干
の
異
論
も
あ
る
が
、
寛
永
期
と
さ
れ
る
こ
と
は
筆
者
も
賛
成
で
あ
る
。
　
吉
田
氏
の
記
述
を
参
照
し
て
、
ζ
の
屏
風
を
概
観
す
れ
ば
大
体
次
の
よ
う
に
な
る
。
　
櫓
は
角
材
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
、
座
主
の
紋
で
あ
る
三
つ
葉
を
染
め
た
櫓
幕
が
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
、
内
部
に
は
櫓
太
鼓
が
置
か
れ
、
櫓
の
上
に
は
五
本
の
毛
槍
が
横
た
え
ら
れ
、
左
右
に
は
魔
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
櫓
下
看
板
は
矩
形
一
枚
、
入
口
は
板
張
り
の
一
個
入
口
で
あ
る
。
外
部
は
竹
矢
来
に
莚
で
お
お
わ
れ
て
い
る
。
入
口
は
舞
台
に
対
し
て
側
面
か
ら
は
い
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
桟
敷
が
左
右
正
面
の
三
方
を
と
り
ま
い
て
い
る
。
入
口
が
舞
台
の
側
面
に
っ
い
て
い
る
の
は
地
形
の
関
係
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
か
ら
吉
田
氏
は
、
こ
の
芝
居
を
京
の
大
和
大
路
の
芝
居
と
推
定
さ
れ
る
が
、
京
寂
光
院
所
蔵
の
延
宝
年
中
の
六
曲
一
双
屏
風
に
描
か
れ
る
大
和
大
路
芝
居
に
本
屏
風
と
55
同
一
の
座
紋
が
発
見
さ
れ
る
の
で
、
氏
の
推
定
は
確
認
さ
れ
る
。
舞
台
は
方
二
間
に
脇
座
が
設
置
さ
れ
、
橋
掛
り
は
後
座
か
ら
右
手
へ
直
交
し
、
舞
台
と
橋
掛
り
の
外
に
は
竹
柵
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
舞
台
正
面
の
長
押
に
は
水
引
幕
が
張
ら
れ
、
正
面
に
階
段
が
な
い
こ
と
、
、
橋
掛
り
に
松
が
植
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
、
舞
台
の
屋
根
が
切
妻
破
風
で
、
柿
葺
き
で
あ
る
こ
と
な
ど
は
、
こ
の
時
代
の
歌
舞
伎
芝
居
の
通
常
の
型
を
お
そ
っ
て
い
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
吉
田
氏
は
、
こ
の
屏
風
が
女
歌
舞
伎
の
舞
台
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
立
証
し
よ
う
と
し
て
、
ま
ず
、
寛
永
初
年
の
成
立
で
あ
る
こ
と
を
、
入
口
が
一
個
で
あ
り
、
舞
台
、
橋
掛
り
の
外
側
に
竹
柵
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
理
由
と
し
て
説
明
し
て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
、
竹
柵
が
設
け
ら
れ
た
年
代
が
寛
永
初
年
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
屏
風
の
上
限
を
決
定
す
る
も
の
で
あ
る
に
し
て
も
、
下
限
に
お
い
て
若
衆
歌
舞
伎
と
区
別
す
る
理
由
に
は
な
ら
ず
、
ま
た
、
一
個
入
口
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
若
衆
歌
舞
伎
の
絵
画
資
料
の
3
、
4
な
ど
に
も
例
が
あ
り
、
女
歌
舞
伎
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
観
客
中
に
僧
侶
の
姿
が
僅
か
数
人
し
か
描
か
れ
て
い
な
い
こ
と
を
女
歌
舞
伎
の
理
由
と
し
て
挙
げ
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
僧
侶
の
観
客
数
が
若
衆
歌
舞
伎
で
あ
る
こ
と
を
決
定
づ
け
る
理
由
に
な
ら
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
6
の
記
述
中
に
、
佐
渡
島
歌
舞
伎
を
例
に
あ
げ
て
説
明
し
て
お
い
た
。
こ
れ
は
、
女
歌
舞
伎
で
も
僧
侶
の
観
客
の
数
が
多
い
例
と
し
て
あ
げ
た
の
で
あ
る
が
、
若
衆
歌
舞
伎
で
も
、
僧
侶
の
観
客
の
数
が
か
な
ら
ず
し
も
多
く
な
い
例
と
し
て
は
、
1
の
布
施
幸
次
氏
旧
蔵
六
曲
一
隻
屏
風
や
2
の
木
村
斯
光
氏
旧
蔵
二
曲
一
隻
四
条
芝
居
図
な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
若
衆
歌
舞
伎
の
舞
台
で
あ
る
か
、
否
か
の
決
定
は
か
な
ら
ず
し
も
容
易
で
は
な
い
。
舞
台
に
描
か
れ
て
い
る
役
者
が
女
か
男
か
を
き
め
る
こ
と
は
、
女
歌
舞
伎
が
す
べ
て
男
装
し
て
男
髭
を
結
っ
て
い
る
た
め
に
な
か
な
か
判
断
し
に
く
い
こ
と
で
あ
る
。
結
局
、
あ
ら
ゆ
る
条
件
を
綜
合
的
に
視
野
に
お
さ
め
て
判
断
す
る
よ
り
ほ
か
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
と
に
、
従
来
、
ほ
と
ん
ど
無
視
さ
れ
て
い
た
舞
台
の
芸
態
を
考
慮
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
本
図
の
舞
台
は
他
に
例
の
少
な
い
珍
し
い
舞
台
で
あ
る
。
橋
掛
り
に
は
、
十
人
の
美
し
い
小
袖
姿
の
踊
り
手
が
笠
を
か
ぶ
り
肩
に
木
の
枝
を
か
ざ
し
て
本
舞
台
へ
出
に
か
か
っ
て
い
る
。
橋
掛
り
の
シ
テ
柱
の
と
こ
ろ
に
は
欄
干
に
腰
掛
け
て
、
猿
若
が
出
を
待
っ
て
い
る
。
橋
掛
り
の
十
人
の
踊
り
手
た
ち
の
総
踊
り
の
音
頭
を
と
る
の
が
こ
の
猿
若
で
あ
ろ
う
。
こ
の
橋
掛
り
の
一
群
に
よ
っ
て
演
じ
ら
れ
る
舞
台
は
女
歌
舞
伎
、
若
衆
歌
舞
伎
を
通
じ
て
よ
く
演
じ
ら
れ
た
芸
態
で
あ
る
。
問
題
は
本
舞
台
で
演
じ
ら
れ
て
い
る
芸
態
で
あ
る
。
鳥
兜
、
大
口
の
舞
楽
糸
の
服
装
を
し
た
役
者
が
左
右
対
称
で
八
人
向
い
あ
っ
て
立
ち
、
後
座
に
は
、
こ
れ
も
鳥
兜
姿
の
56
人
物
が
笙
を
奏
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
舞
楽
系
の
演
技
が
、
当
時
歌
舞
伎
舞
台
で
上
演
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
き
わ
め
て
珍
重
す
べ
き
画
証
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
女
歌
舞
伎
に
上
演
さ
れ
た
と
い
う
資
料
が
な
い
の
に
対
し
、
若
衆
歌
舞
伎
が
こ
れ
を
演
じ
た
明
白
な
画
証
が
残
さ
れ
て
い
る
（
次
の
「
8
庶
民
遊
楽
図
六
曲
一
双
屏
風
」
参
照
）
。
お
国
歌
舞
伎
は
も
と
よ
り
、
遊
女
歌
舞
伎
に
お
い
て
も
、
能
狂
言
の
影
響
は
認
め
ら
れ
る
が
、
演
出
は
概
し
て
、
女
性
と
し
て
の
肉
体
の
魅
力
を
表
面
に
打
出
し
て
、
舞
台
上
の
演
出
は
素
朴
な
段
階
に
止
ま
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
す
る
若
衆
歌
舞
伎
の
演
出
の
複
雑
化
は
注
目
に
価
い
す
る
。
本
屏
風
は
そ
う
し
た
若
衆
歌
舞
伎
の
芸
態
の
発
展
を
知
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
　
8
庶
民
遊
楽
図
六
曲
一
双
屏
風
　
金
地
に
各
扇
台
張
り
の
屏
風
仕
立
十
二
面
の
図
で
あ
る
。
各
図
、
縦
六
七
・
○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
五
七
・
C
セ
ン
チ
メ
！
ト
ル
。
　
庶
民
遊
楽
図
六
曲
一
双
屏
風
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
衆
歌
舞
伎
に
は
女
歌
舞
伎
に
例
を
み
な
い
、
こ
の
種
の
押
絵
張
り
ふ
う
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
店
展
覧
会
目
録
『
初
期
肉
筆
浮
世
絵
屏
風
』
解
説
他
）
の
で
、
そ
れ
を
参
考
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
艸
撰
し
て
考
察
し
て
い
き
た
い
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
図
は
当
時
さ
か
え
た
色
宿
で
の
若
衆
遊
び
を
描
い
て
い
る
。
女
性
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ま
こ
う
よ
う
な
華
美
な
衣
裳
を
着
た
若
衆
た
ち
が
、
あ
る
い
は
琴
を
弾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
、
あ
る
い
は
三
味
線
を
奏
し
て
武
家
を
接
待
し
て
い
る
。
琵
琶
を
弾
く
盲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
の
幣
間
座
頭
の
姿
も
み
え
る
。
　
一
座
の
中
央
で
寝
そ
べ
っ
て
い
る
総
髪
風
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
武
士
が
主
客
で
あ
ろ
う
。
そ
の
入
物
の
視
線
の
先
に
は
、
大
胆
に
若
衆
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
わ
む
れ
か
か
っ
て
い
る
武
士
が
い
る
。
中
二
階
の
か
ま
え
を
と
っ
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隣
室
で
は
僧
侶
が
若
衆
と
た
わ
む
れ
て
い
る
。
舞
台
以
外
で
の
歌
舞
伎
若
衆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
実
態
を
み
ご
と
に
描
写
し
切
っ
た
画
面
で
あ
る
。
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第
二
図
は
歌
舞
伎
舞
台
を
斜
め
前
方
か
ら
術
臓
し
て
描
い
て
い
る
。
角
柱
で
つ
く
ら
れ
た
櫓
に
は
五
本
の
毛
槍
が
横
た
え
ら
れ
、
櫓
幕
に
は
一
．
一
巴
紋
が
描
か
れ
て
い
る
。
舞
台
は
方
三
問
に
脇
座
が
設
け
ら
れ
、
長
押
に
は
水
引
幕
が
張
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
諸
形
式
は
、
本
図
に
描
か
れ
た
景
観
年
代
を
寛
永
年
中
と
決
定
さ
せ
る
有
力
な
根
拠
と
な
る
。
舞
台
で
は
六
人
の
若
衆
に
よ
る
群
舞
が
上
演
さ
れ
て
い
る
。
大
小
を
落
し
差
し
に
し
、
頭
に
鉢
巻
、
右
手
に
開
い
た
扇
を
持
っ
た
六
人
の
若
衆
が
三
人
ず
つ
二
列
に
な
っ
て
踊
っ
て
い
る
。
猿
若
や
茶
屋
の
女
房
を
演
じ
る
役
者
は
見
当
ら
な
い
。
後
座
に
は
緋
毛
翫
が
敷
か
れ
、
小
鼓
一
人
、
太
鼓
一
人
、
謡
い
手
一
人
の
三
人
の
若
衆
が
描
か
れ
て
い
る
。
嘩
子
方
の
中
心
が
若
衆
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
の
は
若
衆
歌
舞
伎
発
達
期
の
特
色
で
あ
る
。
　
第
三
図
は
郊
外
の
行
楽
風
景
で
あ
る
。
雲
形
で
区
切
ら
れ
た
上
部
は
、
高
貴
な
武
家
の
婦
人
が
、
奴
、
伴
侍
な
ど
を
つ
れ
て
駕
籠
で
行
く
風
景
を
描
い
て
お
り
、
路
傍
に
は
町
人
た
ち
が
土
下
座
を
し
て
い
る
。
下
方
は
、
馬
で
行
く
若
衆
歌
舞
伎
の
一
行
を
描
い
て
い
る
。
一
番
最
後
か
ら
馬
で
行
く
法
体
の
人
物
が
、
こ
の
三
人
の
若
衆
を
つ
れ
て
の
遠
出
で
あ
ろ
う
。
こ
の
図
も
ま
た
当
時
の
歌
舞
伎
若
衆
の
生
活
　
庶
民
遊
楽
図
六
曲
一
双
屏
風
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
一
断
面
を
絵
画
化
し
て
い
る
。
　
第
四
図
は
若
衆
歌
舞
伎
で
上
演
さ
れ
た
幸
若
舞
の
一
場
面
で
あ
る
。
舞
台
を
後
座
の
斜
め
後
方
か
ら
傭
瞼
す
る
と
い
う
秀
抜
な
構
図
を
と
っ
て
い
る
。
舞
台
は
方
三
間
に
脇
座
と
い
う
第
二
図
と
同
様
な
形
式
を
と
っ
て
い
る
が
、
舞
台
の
正
面
は
莚
に
竹
矢
来
で
囲
ま
れ
て
い
て
入
口
は
見
え
な
い
。
他
に
も
例
が
あ
る
よ
う
に
、
入
口
は
舞
台
の
側
面
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
舞
台
で
は
、
大
口
袴
に
扇
子
を
持
っ
た
若
衆
が
中
央
に
立
ち
、
そ
の
後
方
に
は
、
素
襖
姿
で
小
刀
、
手
に
こ
れ
も
扇
子
を
持
っ
た
役
者
が
二
人
ひ
か
え
て
い
る
。
そ
の
背
後
の
後
座
に
、
折
烏
帽
子
、
素
襖
の
難
子
方
が
三
人
ひ
か
え
、
二
人
は
鼓
を
持
っ
て
い
る
。
本
図
を
吉
田
氏
は
能
狂
言
の
如
く
解
説
さ
れ
て
お
ら
れ
る
が
、
舞
台
が
直
面
の
三
人
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
う
ち
の
二
人
が
い
わ
ゆ
る
居
曲
舞
の
ポ
ー
ズ
を
と
っ
て
い
る
こ
と
、
難
子
方
が
折
烏
帽
子
に
素
襖
を
つ
け
て
い
る
こ
と
な
ど
58
を
考
慮
に
入
れ
れ
ば
、
本
図
は
、
若
衆
に
よ
っ
て
演
じ
ら
れ
た
幸
若
舞
の
舞
台
を
描
い
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
郡
司
正
勝
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
（
「
若
衆
か
ぶ
き
以
前
の
少
年
芸
」
『
演
劇
研
究
』
第
四
号
）
、
若
衆
歌
舞
伎
の
座
の
な
か
に
は
曲
舞
の
座
か
ら
転
じ
て
き
た
も
の
も
あ
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
幸
若
舞
を
重
要
な
演
目
と
し
て
継
承
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
本
図
に
描
く
も
の
が
正
式
の
幸
若
舞
で
は
な
く
、
若
衆
歌
舞
伎
に
よ
っ
て
演
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
三
人
の
役
者
の
う
ち
、
二
人
ま
で
が
鳥
帽
子
を
か
ぶ
ら
ず
、
若
衆
髭
を
み
せ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
推
定
さ
れ
る
。
重
々
し
い
幸
若
舞
の
演
出
を
利
用
し
な
が
ら
、
若
衆
の
肉
体
の
美
し
さ
を
強
調
し
た
と
こ
ろ
に
、
こ
の
種
の
芸
態
の
ね
ら
い
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
第
五
図
は
歌
舞
伎
若
衆
の
一
人
舞
い
の
図
で
あ
る
。
方
三
間
に
脇
座
、
切
妻
破
風
の
屋
根
の
長
押
に
は
水
引
幕
、
右
直
交
式
の
橋
掛
り
と
、
寛
永
期
の
標
準
的
な
形
式
を
示
す
舞
台
に
若
衆
が
一
人
能
が
か
り
の
舞
い
を
ま
っ
て
い
る
。
後
座
に
は
緋
毛
藍
が
敷
か
れ
、
若
衆
四
人
と
成
人
男
子
一
人
の
計
五
人
の
難
子
方
が
描
か
れ
て
い
る
。
大
小
の
鼓
各
一
個
が
み
ら
れ
る
。
脇
座
に
も
一
人
の
若
衆
が
坐
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
う
た
い
手
で
あ
ろ
う
。
　
第
六
図
も
若
衆
歌
舞
伎
の
舞
台
で
あ
る
。
前
図
と
同
様
な
舞
台
に
虎
の
皮
を
敷
い
た
四
つ
の
曲
詠
に
大
刀
を
落
し
差
し
に
し
た
鉢
巻
姿
の
若
衆
が
四
入
で
三
味
線
を
合
奏
し
て
い
る
。
そ
の
右
手
前
方
、
目
付
柱
寄
り
に
三
人
の
若
衆
が
扇
を
膝
に
す
え
て
坐
り
、
脇
柱
寄
り
に
は
、
ゆ
ら
い
姿
の
女
房
と
、
上
下
を
着
て
手
に
扇
子
を
開
い
て
持
っ
た
狂
言
師
風
の
人
物
が
向
い
あ
っ
て
坐
り
、
せ
り
ふ
の
や
り
と
り
を
し
て
い
る
。
後
座
に
は
、
大
小
の
鼓
と
太
鼓
を
三
人
の
若
衆
が
打
っ
て
い
る
。
こ
の
舞
台
は
、
お
国
歌
舞
伎
以
来
の
「
茶
屋
遊
び
」
－
の
芸
系
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
る
。
曲
象
に
腰
か
け
る
四
人
の
若
衆
は
大
尽
客
で
あ
り
、
そ
の
右
手
に
坐
る
三
人
は
、
茶
屋
の
接
待
女
か
ら
脱
化
し
た
も
の
で
、
小
歌
を
う
た
っ
て
大
尽
客
に
唱
和
す
る
役
で
あ
る
。
茶
屋
の
女
房
と
会
話
す
る
狂
言
師
風
の
男
は
猿
若
の
後
身
で
あ
ろ
う
。
女
歌
舞
伎
時
代
の
代
表
的
演
目
で
あ
っ
た
「
茶
屋
遊
び
」
が
若
衆
歌
舞
伎
に
も
継
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
一
図
で
あ
る
。
　
第
七
図
は
、
大
身
の
武
家
が
屋
敷
に
若
衆
歌
舞
伎
を
招
い
て
、
踊
り
を
お
ど
ら
せ
て
楽
し
ん
で
い
る
様
子
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
琴
と
三
味
線
を
伴
奏
と
し
て
六
人
の
若
衆
が
絢
燗
た
る
衣
装
で
舞
っ
て
い
る
。
琴
を
ひ
く
四
人
と
む
か
っ
て
左
側
で
舞
う
三
人
は
頭
に
鳥
兜
を
か
ぶ
っ
て
お
り
、
右
側
の
踊
り
手
三
人
は
頭
に
孔
雀
の
羽
根
を
つ
け
た
冠
り
物
を
し
、
胸
に
掲
鼓
を
さ
げ
、
両
手
で
接
を
持
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
舞
楽
系
の
扮
装
で
あ
り
、
六
人
で
構
成
さ
れ
て
い
る
の
も
舞
楽
の
平
舞
の
系
統
を
お
そ
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
7
で
の
べ
た
六
曲
一
隻
ヰ
屏
風
と
と
も
に
若
衆
歌
舞
伎
に
は
い
り
こ
ん
だ
舞
楽
の
影
響
を
み
る
こ
と
の
で
き
る
資
料
で
あ
る
。
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庶
民
遊
楽
図
六
曲
一
双
屏
風
る
と
、
こ
の
図
は
、
好
色
な
長
老
の
失
敗
諌
を
し
く
ん
だ
狂
言
ふ
う
の
筋
立
て
の
な
か
に
、
の
時
代
の
寸
劇
の
発
展
を
示
す
画
証
で
あ
る
。
こ
こ
で
演
じ
ら
れ
て
い
る
芸
態
は
い
て
は
山
路
興
造
氏
の
論
考
が
あ
る
（
「
初
期
か
ぶ
き
狂
言
『
鐘
引
き
』
考
」
民
俗
芸
能
第
四
十
九
号
）
。
風
流
の
嘩
子
に
よ
っ
て
引
く
と
こ
ろ
を
見
せ
場
と
す
る
狂
言
で
、
現
在
は
、
言
、
奈
良
県
吉
野
郡
大
塔
村
篠
原
踊
り
と
結
び
つ
い
て
伝
承
さ
れ
た
惣
谷
狂
言
、
伴
な
う
狂
言
の
三
例
が
遺
存
す
る
と
い
う
。
こ
の
狂
言
「
鐘
引
き
」
の
筋
は
、
う
に
ま
と
め
て
お
ら
れ
る
。
商
人
の
夫
が
旅
に
出
る
に
あ
た
り
妻
を
呼
び
留
守
居
を
申
し
付
け
る
。
す
が
、
そ
の
間
に
隠
し
男
を
も
う
け
、
男
を
家
に
呼
び
入
れ
て
酒
宴
な
ど
を
ひ
ら
く
。
　
　
第
八
図
は
「
鐘
引
き
」
の
風
流
を
描
い
て
い
る
。
本
舞
　
台
か
ら
橋
掛
り
に
か
け
て
引
か
れ
た
紅
白
模
様
の
綱
に
七
　
人
の
人
物
が
と
り
つ
い
て
い
る
。
綱
の
先
端
に
は
袈
裟
を
　
つ
け
た
寺
の
長
老
ら
し
き
人
物
が
と
り
つ
い
て
お
り
、
こ
　
れ
を
他
の
六
人
の
人
物
が
引
く
態
で
あ
る
。
こ
の
綱
の
先
　
端
に
う
ず
く
ま
る
僧
は
、
袈
裟
の
上
に
派
手
な
女
性
も
の
　
の
打
掛
け
を
か
ぶ
っ
て
い
る
。
こ
の
打
掛
け
の
模
様
は
、
　
そ
の
ま
え
に
綱
を
引
く
女
性
の
小
袖
の
模
様
と
一
致
す
る
　
と
こ
ろ
か
ら
み
て
、
こ
の
女
性
の
打
掛
け
で
あ
ろ
う
。
目
　
付
柱
の
背
後
の
三
人
目
の
人
物
は
、
髭
は
若
衆
髭
で
あ
り
　
な
が
ら
、
扮
装
は
括
袴
を
は
い
た
狂
言
師
の
扮
装
で
あ
っ
　
て
、
橋
掛
り
に
か
か
っ
て
い
る
四
人
の
若
衆
と
は
い
ち
じ
　
る
し
く
異
な
っ
て
お
り
、
若
衆
が
狂
言
師
の
職
掌
に
進
出
　
し
て
物
真
似
芸
を
演
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
み
　
　
　
　
　
　
若
衆
の
木
遣
り
の
風
流
を
し
く
む
と
い
う
こ
　
　
「
鐘
引
き
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
芸
態
は
、
鋳
造
さ
れ
た
梵
鐘
を
民
俗
芸
能
と
し
て
、
新
潟
県
柏
崎
市
の
綾
子
舞
中
に
残
る
狂
　
　
岐
阜
県
本
巣
郡
根
尾
村
能
郷
に
伝
え
ら
れ
た
猿
楽
能
に
　
現
在
残
る
三
ケ
所
と
も
大
同
小
異
で
、
山
路
氏
は
次
の
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
妻
は
心
よ
く
承
知
し
て
夫
を
送
り
出
　
　
　
　
こ
こ
で
小
歌
や
小
舞
が
あ
り
、
そ
こ
に
夫
が
帰
る
。
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妻
は
あ
わ
て
て
男
を
鐘
の
中
に
隠
す
が
、
夫
は
話
し
声
や
履
物
を
怪
し
み
鐘
に
不
審
を
も
つ
。
妻
は
寺
か
ら
の
預
り
物
と
取
り
繕
ろ
う
が
、
夫
は
そ
れ
を
引
い
て
運
ぼ
う
と
す
る
。
鐘
を
引
く
に
あ
た
り
妻
の
助
言
で
つ
ぎ
つ
ぎ
に
小
歌
を
だ
し
て
引
く
が
、
最
後
に
中
か
ら
男
が
出
て
妻
が
追
わ
れ
る
。
山
路
氏
に
よ
れ
ば
、
今
日
の
民
俗
芸
能
に
残
る
「
鐘
引
き
」
の
演
出
で
も
実
際
の
鐘
は
使
用
せ
ず
、
小
袖
を
用
い
て
鐘
の
代
用
と
し
、
そ
の
端
に
綱
を
く
く
り
つ
け
て
い
る
と
い
う
。
本
図
で
、
小
袖
か
ら
半
身
を
出
し
て
い
る
僧
形
の
男
が
間
男
、
綱
を
引
く
女
が
妻
、
狂
言
姿
の
者
が
妻
の
夫
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
舞
台
後
方
の
羽
目
は
、
松
に
鳥
を
描
い
た
狩
野
派
風
の
金
屏
風
で
飾
ら
れ
、
橋
掛
り
は
、
白
地
に
黒
の
二
つ
菱
の
紋
を
つ
け
た
幕
で
お
お
わ
れ
て
い
る
。
　
第
九
図
は
若
衆
歌
舞
伎
の
舞
台
で
上
演
さ
れ
た
拍
子
事
を
描
い
て
い
る
。
拍
子
事
は
足
の
動
作
を
主
と
し
、
足
拍
子
を
踏
む
こ
と
を
特
徴
と
し
た
（
郡
司
正
勝
氏
「
道
化
の
誕
生
」
『
か
ぶ
き
　
　
様
式
と
伝
承
1
』
所
収
）
踊
り
で
、
女
歌
舞
伎
で
は
、
猿
若
や
狂
言
師
な
ど
の
男
役
者
が
得
意
と
し
た
芸
態
で
あ
っ
た
が
若
衆
役
者
も
早
く
か
ら
手
が
け
て
い
た
と
み
ら
れ
る
ふ
し
が
あ
り
、
こ
の
二
つ
の
流
れ
が
一
つ
に
合
わ
さ
れ
、
女
歌
舞
伎
以
降
の
若
衆
歌
舞
伎
で
の
代
表
的
演
目
の
一
つ
と
な
っ
た
。
本
図
で
は
、
唾
子
方
に
三
挺
の
三
味
線
を
ま
じ
え
た
伴
奏
に
あ
わ
せ
て
、
舞
台
前
面
に
四
人
の
若
衆
が
足
つ
き
お
も
し
ろ
く
踊
っ
て
い
る
。
地
謡
座
に
い
る
三
人
は
地
の
小
歌
を
う
た
っ
て
い
る
。
こ
の
舞
台
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
中
央
に
い
る
ふ
た
り
の
道
化
師
で
あ
る
。
ひ
と
り
は
扇
子
を
持
ち
、
ひ
と
り
は
台
笠
を
か
つ
い
で
、
瓢
逸
な
身
振
り
で
踊
る
こ
の
ふ
た
り
の
扮
装
は
、
袖
な
し
羽
織
に
投
げ
頭
巾
と
い
う
や
や
華
か
な
扮
装
に
は
な
っ
て
い
る
が
、
お
国
歌
舞
伎
や
遊
女
歌
舞
伎
の
猿
若
の
扮
装
に
よ
く
似
て
い
る
。
か
れ
ら
を
依
然
猿
若
と
称
し
て
い
た
か
、
あ
る
い
は
、
す
で
に
道
化
と
い
う
名
称
に
と
っ
て
か
わ
ら
れ
て
い
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
点
が
あ
る
が
、
こ
の
道
化
師
た
ち
が
、
芸
の
未
熟
な
若
衆
た
ち
を
助
け
、
司
会
に
、
若
衆
の
引
立
て
役
に
、
滑
稽
な
物
真
似
芸
に
縦
横
の
活
躍
を
し
た
。
こ
う
し
た
拍
子
事
で
も
音
頭
取
り
と
し
て
活
躍
し
た
さ
ま
が
本
図
に
よ
っ
て
確
か
め
ら
れ
る
。
　
第
十
図
は
、
高
貴
な
武
士
が
屋
敷
に
公
家
と
若
衆
を
招
い
て
蹴
ま
り
に
興
じ
て
い
る
場
面
で
あ
る
。
当
時
の
上
流
階
級
の
享
楽
生
活
の
一
部
に
は
い
り
こ
ん
だ
若
衆
の
生
態
を
示
す
興
味
あ
る
資
料
で
あ
る
。
縁
側
に
坐
っ
て
蹴
ま
り
に
見
入
る
法
体
の
人
物
が
お
そ
ら
く
こ
の
家
の
主
人
で
あ
ろ
う
。
庭
に
五
人
、
縁
側
に
一
人
の
若
衆
が
描
か
れ
て
お
り
、
庭
前
の
一
人
は
、
革
沓
を
は
い
て
公
家
た
ち
と
共
に
蹴
ま
り
の
遊
び
に
加
わ
っ
て
い
る
。
　
第
十
一
図
は
、
豪
華
な
二
階
立
て
の
屋
形
船
を
画
面
一
杯
に
描
き
、
右
下
方
か
ら
中
央
に
か
け
て
小
船
の
船
首
を
配
し
て
い
る
。
屋
形
一
61
船
で
も
小
船
で
も
、
武
家
が
若
衆
を
あ
げ
て
遊
ん
で
い
る
さ
ま
を
描
い
て
い
る
。
屋
形
船
の
二
階
で
は
、
大
身
の
武
士
に
招
か
れ
た
若
衆
や
遊
女
が
、
三
味
線
、
鼓
な
ど
を
奏
し
な
が
ら
、
酒
宴
を
催
し
て
い
る
さ
ま
が
う
か
が
わ
れ
る
。
　
一
階
で
は
、
周
辺
の
眺
望
を
楽
し
む
若
衆
や
武
士
、
艦
を
こ
ぐ
水
夫
た
ち
を
描
い
て
い
る
。
船
の
側
面
に
一
杯
に
張
ら
れ
た
幕
の
藤
丸
の
紋
は
、
お
国
歌
舞
伎
か
ら
遊
女
歌
舞
伎
へ
と
う
け
つ
が
れ
た
紋
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
、
こ
の
若
衆
の
一
行
の
座
紋
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
下
方
の
小
船
で
は
、
こ
れ
も
若
衆
や
武
士
が
網
を
打
っ
た
り
、
と
れ
た
魚
の
料
理
を
し
た
り
し
て
、
船
遊
び
を
楽
し
ん
で
い
る
。
　
第
十
二
図
は
、
京
の
六
条
三
筋
町
の
遊
廓
の
格
子
先
の
場
面
を
描
い
て
い
る
。
京
の
傾
城
町
は
、
天
正
十
七
年
に
豊
臣
秀
吉
に
よ
っ
て
、
二
条
柳
町
に
開
か
れ
た
の
が
そ
の
始
ま
り
で
、
そ
の
後
、
慶
長
七
年
に
六
条
室
町
に
移
さ
れ
た
。
こ
の
遊
廓
は
、
方
二
町
の
地
域
が
、
上
の
町
、
中
の
町
、
下
の
町
に
わ
か
れ
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
、
三
筋
町
と
も
い
わ
れ
、
寛
永
十
八
年
に
、
朱
雀
野
、
通
称
島
原
に
移
さ
れ
る
ま
で
官
許
の
遊
廓
と
し
て
栄
え
た
。
格
子
の
内
に
は
遊
女
が
思
い
思
い
の
姿
勢
で
客
を
待
ち
、
格
子
先
か
ら
武
士
の
ひ
や
か
し
客
が
の
ぞ
き
こ
ん
で
い
る
。
往
来
に
出
て
客
を
ひ
く
女
も
あ
り
、
羽
織
を
頭
か
ら
か
ぶ
っ
て
女
に
抱
き
つ
い
て
い
る
武
士
も
い
る
。
　
『
露
殿
物
語
』
な
ど
に
活
写
さ
れ
て
い
る
三
筋
町
の
様
子
が
こ
こ
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
2
酷
難
鞭
警
髄
三
‡
年
九
月
。
写
）
に
署
衆
歌
穫
と
遊
楽
の
図
L
と
題
し
て
、
野
養
の
文
章
と
四
図
の
単
色
乳
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
所
蔵
者
は
松
下
幸
之
助
氏
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
私
は
原
物
未
見
な
の
で
、
主
と
し
て
野
草
庵
氏
の
文
に
よ
っ
て
そ
の
概
要
を
紹
介
す
る
。
　
こ
の
資
料
は
も
と
透
彫
鍍
金
の
金
具
を
う
っ
た
高
級
の
六
曲
一
双
の
屏
風
に
貼
っ
て
あ
っ
た
十
二
図
の
歌
舞
伎
と
遊
楽
の
図
で
あ
る
が
、
現
状
は
屏
風
か
ら
は
が
さ
れ
て
め
く
り
と
な
っ
て
い
る
ら
し
い
。
そ
の
屏
風
に
は
ち
ょ
う
ど
能
舞
台
の
松
の
よ
う
に
、
大
き
な
松
の
木
が
そ
れ
ぞ
れ
一
本
描
い
て
あ
っ
て
、
そ
の
上
に
一
扇
に
一
図
ず
つ
が
貼
っ
て
あ
っ
た
と
い
う
。
縦
が
六
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
横
が
両
端
が
五
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
、
中
の
四
図
ず
つ
八
枚
が
五
七
か
ら
六
七
セ
ン
チ
く
ら
い
と
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
こ
の
大
き
さ
は
前
述
し
た
「
8
庶
民
遊
楽
図
六
曲
一
双
屏
風
」
の
各
図
の
大
き
さ
と
大
体
一
致
し
、
画
風
そ
の
他
か
ら
判
断
し
て
、
こ
の
両
者
は
同
一
筆
者
と
み
ら
れ
る
ふ
し
が
あ
る
。
　
図
柄
は
野
草
庵
氏
の
記
述
に
よ
る
と
、
片
双
が
左
か
ら
（
一
）
六
人
の
若
衆
が
舞
台
で
鼓
に
合
せ
て
踊
っ
て
い
る
図
、
（
二
）
能
の
「
郡
郷
」
ら
し
い
も
の
を
演
じ
て
い
て
、
『
露
殿
物
語
絵
巻
』
に
出
て
く
る
男
の
よ
う
な
も
の
も
交
っ
て
見
物
衆
が
芝
に
居
る
図
、
（
三
）
遊
里
の
座
敷
の
｝
場
面
で
、
扇
を
も
っ
て
立
っ
て
舞
う
女
、
二
、
三
の
武
士
が
眺
め
て
い
る
、
一
対
ず
つ
の
男
女
が
浮
世
か
た
り
を
し
て
歓
を
通
じ
て
い
る
図
、
（
四
）
馬
上
の
若
ざ
む
ら
い
を
中
心
の
一
行
が
鷹
狩
に
興
ず
る
と
こ
ろ
、
（
五
）
四
人
の
若
衆
が
椅
に
筒
っ
て
い
て
橋
掛
り
か
ら
は
三
人
そ
ろ
い
の
衣
裳
で
出
て
く
る
と
こ
ろ
、
猿
若
、
鼓
の
は
や
し
の
舞
台
面
図
、
（
六
）
が
遊
里
の
格
子
先
の
状
景
と
な
っ
て
・
い
る
。
他
の
片
双
は
左
か
ら
（
七
）
男
舞
の
舞
台
面
で
、
鼓
や
太
鼓
の
は
や
し
で
あ
り
、
（
八
）
は
夏
衣
裳
の
鮮
や
か
な
衣
裳
の
目
立
っ
祝
言
の
と
こ
ろ
、
（
九
）
野
外
桜
花
の
も
と
で
花
見
、
男
女
う
ち
ま
じ
っ
て
踊
る
と
こ
ろ
、
矢
場
も
あ
る
、
（
一
〇
）
若
衆
の
踊
る
と
こ
ろ
、
橋
が
か
り
か
ら
三
人
進
み
出
る
舞
台
面
、
（
＝
）
遊
里
、
法
体
も
交
っ
て
香
を
き
く
と
こ
ろ
、
（
一
二
）
八
人
の
そ
ろ
い
の
衣
裳
の
若
衆
が
舞
う
と
こ
ろ
、
こ
こ
で
は
三
味
線
も
つ
か
っ
て
い
る
。
　
以
上
の
説
明
は
簡
に
過
ぎ
て
、
内
容
の
把
握
に
困
難
を
感
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
若
衆
歌
舞
伎
の
舞
台
に
関
係
す
る
図
は
、
（
一
）
、
（
二
）
、
（
五
）
、
（
七
）
、
（
一
〇
）
、
（
一
二
）
の
六
図
と
な
り
、
こ
の
う
ち
、
（
五
）
、
（
七
）
、
（
一
二
）
の
三
図
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
て
参
考
に
な
る
。　
第
五
図
は
、
方
三
間
程
度
の
舞
台
に
脇
座
も
設
け
ら
れ
て
お
り
、
切
妻
の
屋
根
に
は
水
引
幕
も
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
る
。
角
柱
で
組
み
た
て
ら
れ
た
櫓
に
は
五
本
の
毛
槍
が
横
た
え
ら
れ
、
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
櫓
幕
に
は
三
開
扇
丸
の
座
紋
が
染
め
出
さ
れ
、
そ
の
下
に
は
庵
形
の
木
の
看
板
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
周
辺
は
、
竹
矢
来
に
莚
の
切
り
も
が
り
で
か
こ
ま
れ
、
橋
掛
り
は
、
後
座
の
右
側
に
直
交
し
て
つ
い
て
い
る
。
舞
台
後
方
の
羽
目
は
板
で
、
橋
掛
り
に
は
幕
が
張
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
舞
台
形
式
は
、
す
べ
て
、
寛
永
期
の
形
式
と
し
て
疑
問
は
な
い
。
舞
台
に
は
四
つ
の
曲
象
が
一
直
線
に
並
べ
ら
れ
、
大
小
落
し
差
し
の
若
衆
た
ち
が
閉
じ
ら
れ
た
扇
子
を
手
に
し
て
こ
れ
に
腰
か
け
て
い
る
。
こ
の
曲
求
の
背
部
に
つ
け
ら
れ
た
田
字
草
紋
は
、
橋
掛
り
の
幕
に
も
大
き
く
染
め
だ
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
曲
求
の
前
方
、
目
付
柱
寄
り
に
、
頬
冠
り
、
袖
無
し
羽
織
、
裾
の
短
い
着
物
に
脚
絆
と
い
う
恰
好
の
猿
若
が
小
腰
を
か
が
め
、
道
化
た
姿
で
立
っ
て
い
る
。
ま
た
、
地
謡
座
に
は
二
人
の
若
衆
が
控
え
て
坐
っ
て
い
る
。
こ
の
構
図
は
、
女
歌
舞
伎
時
代
に
さ
か
ん
に
演
じ
ら
れ
た
「
茶
屋
遊
び
」
と
一
見
そ
っ
く
り
で
あ
る
が
、
決
定
的
な
違
い
は
、
茶
屋
の
女
房
に
当
る
人
物
が
見
え
な
い
こ
と
で
あ
り
、
更
に
、
橋
掛
り
に
三
人
の
若
衆
が
そ
ろ
い
の
衣
裳
で
、
右
手
に
杖
の
よ
う
な
も
の
を
持
っ
て
出
に
か
か
っ
て
い
る
。
後
座
は
小
鼓
が
三
人
、
他
に
謡
い
手
ら
し
い
若
衆
が
二
人
そ
の
後
方
に
い
て
三
味
線
は
見
え
な
い
。
以
上
を
綜
合
し
て
判
断
す
る
と
、
こ
こ
に
演
じ
ら
れ
て
い
る
芸
態
は
、
能
狂
言
の
68
影
響
を
受
け
た
寸
劇
構
成
の
中
に
、
猿
若
の
滑
稽
芸
や
若
衆
の
舞
踊
を
盛
り
こ
ん
だ
も
の
ら
し
い
。
　
第
七
図
は
男
舞
の
舞
台
で
あ
る
。
舞
台
や
小
屋
の
建
築
様
式
は
第
五
図
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
が
、
舞
台
後
方
の
羽
目
は
、
華
麗
な
屏
風
様
の
も
の
で
お
お
わ
れ
て
い
る
。
舞
台
の
中
央
に
は
男
舞
の
扮
装
を
し
た
若
衆
が
立
っ
て
い
る
。
烏
帽
子
を
戴
き
、
色
彩
の
華
美
な
小
袖
を
着
、
そ
の
小
袖
の
片
方
を
は
ず
し
、
反
身
の
太
刀
を
帯
び
、
扇
を
手
に
し
、
背
に
は
御
幣
を
負
う
と
い
う
典
型
的
な
扮
装
を
し
て
い
る
。
そ
の
前
後
に
は
、
狂
言
師
風
の
人
物
が
二
人
ひ
か
え
て
い
る
。
こ
れ
は
拍
子
役
で
あ
ろ
う
。
こ
の
芸
態
が
原
流
を
女
歌
舞
伎
に
発
し
、
若
衆
歌
舞
伎
か
ら
野
郎
歌
舞
伎
の
初
期
に
か
け
て
さ
か
ん
に
上
演
さ
れ
た
「
大
小
の
舞
」
の
舞
台
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
難
子
方
は
、
大
小
の
鼓
、
太
鼓
各
一
人
と
謡
い
手
四
人
か
ら
成
る
。
成
人
一
人
、
若
衆
五
人
と
い
う
構
成
で
あ
る
。
こ
の
図
で
も
三
味
線
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
　
第
十
二
図
は
、
高
貴
な
武
家
屋
敷
に
招
か
れ
て
、
邸
内
の
板
敷
の
間
で
舞
い
を
ま
っ
て
い
る
若
衆
の
図
で
あ
る
。
八
人
の
若
衆
が
そ
ろ
い
の
小
袖
に
大
刀
を
落
し
差
し
に
し
、
右
手
に
は
開
い
た
扇
子
を
持
っ
て
舞
っ
て
い
る
。
そ
の
後
方
に
は
二
人
の
若
衆
が
上
下
姿
で
大
小
の
鼓
を
打
っ
て
お
り
、
左
側
に
は
、
こ
れ
も
二
人
の
若
衆
が
派
手
な
小
袖
を
着
て
三
味
線
を
演
奏
し
て
い
る
。
伝
統
楽
器
で
あ
る
大
小
鼓
は
上
下
で
、
新
興
楽
器
は
当
世
衣
装
と
い
う
対
比
が
お
も
し
ろ
い
。
右
方
の
座
敷
に
は
、
四
人
の
若
衆
（
う
ち
【
人
は
羽
織
を
着
て
い
る
）
と
上
下
姿
の
武
士
が
こ
の
舞
台
を
見
物
し
て
い
る
が
、
当
家
の
主
入
ら
し
い
姿
は
見
え
な
い
。
　
こ
の
他
に
、
　
『
浮
世
絵
芸
術
』
は
、
第
六
図
の
六
条
三
筋
町
遊
里
の
格
子
先
の
場
面
を
写
真
に
掲
げ
て
い
る
が
、
　
「
8
庶
民
遊
楽
図
六
曲
一
双
屏
風
」
第
十
二
図
と
極
め
て
よ
く
似
た
筆
法
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
原
図
を
み
て
い
な
い
の
で
断
定
は
で
き
な
い
が
、
両
者
は
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
も
の
ら
し
い
。
　
1
0
大
関
藤
吉
氏
旧
蔵
六
曲
一
双
歌
舞
伎
屏
風
，
大
関
藤
吉
氏
旧
蔵
の
六
曲
一
双
歌
舞
伎
屏
風
中
の
二
図
で
あ
る
。
こ
の
屏
風
の
行
方
は
現
在
不
明
で
あ
る
が
、
　
『
日
本
劇
場
図
史
』
の
第
一
冊
に
は
、
能
舞
台
図
三
図
を
慶
長
期
と
し
て
載
せ
、
第
二
冊
に
は
、
歌
舞
伎
舞
台
図
二
図
、
操
り
舞
台
図
三
図
の
計
五
図
を
寛
永
期
と
し
て
載
せ
て
い
る
。
同
一
筆
者
に
よ
る
同
一
屏
風
中
の
図
を
第
一
冊
で
慶
長
期
と
し
、
第
二
冊
で
寛
永
期
と
す
る
こ
と
は
大
き
な
矛
盾
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
、
京
の
四
条
河
原
辺
の
各
種
見
世
物
風
景
を
一
連
の
押
絵
張
り
に
描
い
た
も
の
で
、
「
8
庶
民
遊
楽
図
六
曲
一
双
屏
風
」
な
ど
と
同
発
想
の
下
に
な
っ
た
絵
画
で
あ
ろ
う
。
64
　
こ
の
う
ち
、
第
一
〇
四
図
に
つ
い
て
、
竹
内
芳
太
郎
氏
は
、
　
「
…
…
之
の
年
代
は
恐
ら
く
寛
永
期
で
あ
ら
う
。
舞
台
は
方
二
間
で
屋
根
は
柿
葺
の
反
り
屋
根
、
鏡
板
の
部
分
の
竹
の
様
な
植
物
は
恐
ら
く
絵
で
あ
ら
う
。
脇
座
は
な
く
…
…
此
舞
は
静
舞
と
言
は
れ
て
ゐ
る
。
櫓
の
一
部
が
見
え
て
ゐ
る
が
、
柱
の
頂
部
の
繋
ぎ
は
角
材
を
使
用
し
て
技
巧
約
に
も
進
歩
し
前
方
二
本
の
柱
に
は
白
幣
を
飾
る
。
槍
は
五
本
で
あ
る
が
、
櫓
の
上
に
全
く
横
架
し
て
あ
る
」
と
説
明
し
て
、
女
歌
舞
伎
の
舞
台
と
さ
れ
て
い
る
。
時
代
判
定
そ
の
他
に
つ
い
て
は
こ
の
記
述
に
従
っ
て
よ
い
が
、
舞
台
で
上
演
さ
れ
て
い
る
芸
態
が
、
若
衆
歌
舞
伎
の
「
業
平
踊
り
」
（
大
小
の
舞
と
も
）
で
あ
る
こ
と
は
、
背
に
御
幣
を
負
い
、
腰
に
大
刀
、
烏
帽
子
、
小
袖
、
手
に
扇
子
の
定
ま
っ
た
ス
タ
イ
ル
を
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
背
後
、
シ
テ
柱
寄
り
に
、
二
人
の
狂
言
師
風
の
男
が
立
っ
て
い
る
の
は
、
　
「
大
小
」
の
掛
声
を
か
け
る
難
子
役
で
、
こ
れ
も
他
に
画
証
が
あ
る
。　
囎
子
方
の
構
成
は
、
笛
が
一
人
、
小
鼓
が
二
人
で
、
他
に
地
謡
ら
し
い
も
の
が
二
人
、
笛
柱
か
ら
難
子
座
に
か
け
て
描
か
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
烏
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
お
り
、
笛
柱
前
の
三
人
は
直
垂
に
上
下
、
難
子
座
の
二
人
の
小
鼓
役
は
床
几
に
腰
か
け
、
奥
斗
目
上
下
を
つ
け
た
本
格
的
狂
言
師
の
服
装
を
し
て
い
る
。
　
長
押
に
は
、
唐
草
模
様
風
の
水
馴
幕
を
か
け
渡
し
、
観
客
席
は
、
土
間
に
莚
の
よ
う
な
も
の
を
敷
き
、
老
若
男
女
、
武
士
町
人
い
り
ま
じ
っ
て
、
二
十
一
人
の
観
客
が
描
か
れ
て
い
る
。
　
つ
づ
く
第
一
〇
七
図
に
つ
い
て
、
竹
内
芳
太
郎
氏
は
、
　
「
前
図
と
同
じ
屏
風
中
の
絵
で
あ
る
が
、
変
っ
た
舞
台
と
し
て
挙
げ
て
置
く
。
大
体
ζ
れ
が
女
歌
舞
伎
で
あ
る
か
ど
う
か
疑
は
し
い
。
舞
台
右
方
毛
蔑
を
敷
い
た
上
に
甲
胃
姿
の
武
士
の
坐
し
て
ゐ
る
点
が
奇
妙
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
女
歌
舞
伎
の
舞
台
に
は
長
押
に
水
引
幕
の
あ
る
の
が
普
通
だ
が
、
之
に
は
そ
れ
が
な
い
。
も
つ
と
妙
な
事
は
難
子
方
の
坐
り
方
が
、
中
に
琴
が
あ
る
が
全
く
左
構
へ
に
な
っ
て
ゐ
る
の
に
、
橋
掛
り
は
左
右
に
延
び
て
ゐ
て
共
に
勾
欄
が
あ
り
、
向
っ
て
左
の
も
の
に
は
小
松
が
植
ゑ
て
あ
る
。
そ
し
て
板
の
張
り
方
も
舞
台
は
横
張
で
右
の
橋
掛
り
は
そ
の
ま
ま
延
び
て
縦
張
と
な
っ
て
ゐ
る
の
に
左
の
も
の
は
横
張
に
な
っ
て
ゐ
る
」
と
の
べ
ら
れ
、
　
「
仮
り
に
寛
永
期
の
女
歌
舞
伎
舞
台
と
し
て
置
く
が
、
尚
そ
れ
に
対
す
る
疑
問
は
保
留
し
て
置
く
」
と
、
一
応
、
女
歌
舞
伎
の
舞
台
と
認
定
さ
れ
つ
つ
も
、
多
く
の
疑
問
を
残
し
て
お
ら
れ
る
。
　
本
図
を
寛
永
期
の
女
歌
舞
伎
と
考
え
た
場
合
に
は
、
竹
内
氏
も
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
幾
つ
か
の
疑
問
点
が
生
じ
て
く
る
。
ま
ず
、
舞
台
構
造
の
問
題
と
し
て
、
竹
内
氏
が
指
摘
さ
れ
た
こ
と
の
他
に
、
舞
台
が
脇
座
も
な
く
方
二
間
程
度
の
狭
さ
で
あ
る
こ
と
、
さ
も
一65一
に
は
、
舞
台
で
三
味
線
を
使
用
せ
ず
琴
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
、
遊
女
歌
舞
伎
の
芸
態
と
し
て
は
極
め
て
異
例
な
武
士
を
登
場
さ
せ
て
、
か
な
り
な
戯
曲
的
結
構
を
推
定
さ
せ
る
場
面
を
描
い
て
い
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
　
遊
女
歌
舞
伎
に
つ
い
て
は
、
前
稿
の
「
絵
画
資
料
に
見
る
初
期
歌
舞
伎
の
芸
態
1
『
茶
屋
遊
び
』
の
行
方
－
」
を
参
照
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
、
右
の
疑
問
点
に
関
し
て
の
必
要
事
項
を
記
し
て
み
る
と
、
遊
女
歌
舞
伎
の
興
行
形
態
は
、
前
踊
り
、
後
「
茶
屋
遊
び
」
と
い
う
ふ
う
に
整
理
で
き
、
戯
曲
的
な
結
構
は
、
後
の
「
茶
屋
遊
び
」
の
枠
組
の
な
か
で
演
じ
ら
れ
た
。
こ
の
「
茶
屋
遊
び
」
は
、
お
国
歌
舞
伎
の
芸
態
を
継
承
し
た
も
の
で
、
眼
目
は
、
大
尽
客
、
色
茶
屋
の
女
房
や
接
待
女
、
伴
人
と
し
て
の
猿
若
な
ど
の
入
ま
じ
っ
て
の
総
踊
り
に
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
図
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
甲
胃
姿
の
武
士
を
登
場
さ
せ
る
よ
う
な
劇
的
結
構
を
そ
な
え
て
い
た
と
は
と
う
て
い
考
え
ら
れ
な
い
。
　
遊
女
歌
舞
伎
の
舞
台
は
、
多
数
の
遊
女
を
登
場
さ
せ
る
総
踊
り
を
中
心
の
演
目
と
し
て
い
た
た
め
に
そ
の
舞
台
基
模
は
脇
座
を
そ
な
え
た
方
三
間
以
上
の
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
江
戸
あ
た
り
の
舞
台
で
は
、
方
二
間
程
度
の
小
さ
な
も
の
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
（
五
島
美
術
館
所
蔵
八
曲
一
双
江
戸
名
所
図
屏
風
、
諏
訪
春
雄
・
内
藤
昌
共
編
『
江
戸
図
屏
風
』
所
収
）
、
こ
の
図
は
関
連
図
と
照
合
し
て
江
戸
の
舞
台
を
描
い
た
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
　
以
上
を
綜
合
し
て
考
え
る
と
、
こ
の
図
は
、
遊
女
歌
舞
伎
禁
止
以
降
の
若
衆
歌
舞
伎
、
野
郎
歌
舞
伎
の
舞
台
を
描
く
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
ふ
う
に
考
え
た
い
。
そ
の
場
合
、
本
図
と
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
る
前
図
が
、
寛
永
期
の
若
衆
歌
舞
伎
と
み
ら
れ
る
諸
特
質
を
そ
な
え
て
い
る
こ
と
は
、
本
図
の
成
立
年
代
決
定
に
大
き
な
決
め
手
と
な
ろ
う
。
　
本
図
は
、
武
将
の
出
陣
に
際
し
、
そ
の
妻
が
舞
い
を
ひ
と
さ
し
舞
っ
て
、
夫
と
の
別
れ
の
宴
を
催
す
と
い
っ
た
趣
向
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
程
度
の
劇
的
結
構
は
、
慶
安
三
年
に
江
戸
堺
町
彦
作
座
の
舞
台
で
演
じ
ら
れ
て
い
た
「
海
道
下
り
」
　
（
拙
稿
「
見
世
物
芸
の
行
方
」
『
元
禄
歌
舞
伎
の
研
究
』
所
収
）
か
ら
判
断
し
て
も
若
衆
歌
舞
伎
の
時
代
に
あ
り
え
た
演
出
で
あ
ろ
う
。
　
本
図
と
極
め
て
類
似
し
た
構
図
を
そ
な
え
る
一
葉
を
貼
布
し
た
押
絵
張
小
屏
風
一
隻
が
他
に
存
在
す
る
。
こ
の
一
葉
で
も
、
舞
台
中
央
に
扇
を
手
に
し
て
立
つ
女
、
右
手
に
こ
れ
を
見
物
す
る
甲
冑
姿
の
武
士
、
左
手
に
ひ
か
え
る
侍
女
と
全
く
同
一
の
構
図
を
と
っ
て
お
り
、
甦
子
方
も
、
琴
と
小
鼓
を
演
奏
し
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
一
葉
で
は
、
左
右
は
目
付
柱
と
大
臣
柱
、
天
地
は
長
押
よ
り
下
で
区
切
っ
て
、
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
て
描
い
て
い
る
の
で
、
右
手
に
も
橋
掛
り
が
あ
る
か
、
ど
う
か
、
長
押
に
水
引
幕
が
か
か
っ
て
い
る
か
ど
う
か
は
不
66
明
で
あ
る
が
、
両
者
が
密
接
な
関
連
の
も
と
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
は
疑
問
が
な
い
。
諸
種
の
理
由
か
ら
、
大
関
氏
旧
蔵
屏
風
の
方
を
押
絵
張
小
屏
風
貼
付
の
一
葉
の
原
図
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
　
押
絵
張
小
屏
風
の
方
は
、
他
の
五
図
の
関
連
図
と
照
合
し
て
、
若
衆
歌
舞
伎
禁
止
後
の
野
郎
歌
舞
伎
初
期
、
明
暦
万
治
期
の
芸
態
を
描
く
も
の
と
推
定
し
て
お
り
、
そ
の
原
図
の
大
関
氏
旧
蔵
屏
風
は
寛
永
期
の
若
衆
歌
舞
伎
を
描
い
た
も
の
と
考
え
る
。
　
1
1
『
歌
舞
伎
研
究
』
表
紙
絵
二
図
　
『
歌
舞
伎
研
究
』
の
第
三
十
輯
（
昭
和
二
年
六
月
）
と
同
第
十
四
輯
（
昭
和
二
年
七
月
）
の
表
紙
に
挿
絵
と
し
て
掲
載
さ
れ
、
の
ち
、
竹
内
芳
太
郎
氏
の
『
日
本
劇
場
図
史
』
第
二
冊
の
第
一
〇
九
図
と
第
＝
一
図
に
再
録
さ
れ
た
。
原
形
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
お
そ
ら
く
、
若
衆
歌
舞
伎
に
例
の
多
い
押
絵
張
り
で
で
も
あ
っ
た
ろ
う
か
。
　
こ
の
図
に
つ
い
て
、
　
『
歌
舞
伎
研
究
』
は
「
寛
永
期
肉
筆
女
歌
舞
伎
の
図
」
と
し
、
竹
内
芳
太
郎
氏
は
、
こ
れ
を
承
け
て
、
第
十
三
輯
所
収
図
に
つ
い
て
、
　
「
寛
永
期
の
図
と
さ
れ
て
ゐ
る
。
難
子
方
は
見
え
ず
、
正
面
は
襖
が
屏
風
に
な
っ
て
ゐ
て
、
そ
れ
に
絵
を
描
き
、
幕
羽
目
で
は
な
く
な
っ
て
ゐ
る
。
難
子
方
の
様
子
は
不
明
で
あ
る
。
」
と
解
説
さ
れ
て
い
る
。
　
本
画
の
舞
台
は
、
間
口
が
三
間
以
上
、
奥
行
が
二
間
程
度
、
橋
掛
り
は
向
か
っ
て
左
手
に
舞
台
に
直
交
し
て
い
る
。
舞
台
正
面
奥
の
絵
襖
に
は
、
湖
水
に
浮
か
ぶ
帆
船
、
湖
岸
の
多
層
塔
、
帆
般
の
上
方
を
飛
ぶ
水
鳥
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
。
観
客
席
は
土
間
に
敷
物
が
敷
か
れ
、
武
士
、
町
人
、
僧
侶
な
ど
十
七
人
の
入
物
が
描
き
こ
ま
れ
て
い
る
。
　
舞
台
上
で
は
、
烏
帽
子
を
か
ぶ
り
、
派
手
な
模
様
の
小
袖
を
着
た
若
衆
が
、
み
ご
と
な
飾
り
の
大
小
を
腰
に
、
左
手
に
は
日
の
丸
の
扇
子
を
持
っ
て
、
舞
の
ひ
と
さ
し
の
優
雅
な
ふ
り
で
立
っ
て
い
る
。
そ
の
前
に
、
狂
言
師
と
も
後
見
と
も
と
れ
る
よ
う
な
人
物
が
二
人
ひ
か
え
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
正
面
を
向
く
ひ
と
り
は
上
下
を
つ
け
て
い
る
。
若
衆
の
前
に
は
《
狂
言
の
婁
桶
ら
し
き
も
の
が
置
い
て
あ
る
。
　
こ
の
狂
言
の
芸
態
は
明
ら
か
で
な
い
。
こ
の
若
衆
の
扮
装
は
、
大
小
狂
言
に
酷
似
す
る
が
、
－
大
小
狂
言
の
業
平
役
者
が
、
か
な
ら
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
背
に
負
っ
て
い
る
御
幣
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
墜
桶
の
出
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
み
て
も
、
能
狂
言
系
の
一
人
舞
を
見
せ
物
と
す
る
演
出
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
　
第
十
四
輯
所
収
画
に
つ
い
て
は
、
竹
内
芳
太
郎
氏
は
、
　
「
年
代
は
寛
永
期
と
さ
れ
て
ゐ
る
。
舞
台
の
様
子
は
前
図
と
大
差
な
い
が
、
右
の
一
部
に
桟
敷
が
見
え
て
ゐ
る
。
桟
敷
は
低
く
、
舞
台
床
と
同
一
の
高
さ
に
手
摺
が
あ
っ
て
簾
が
下
げ
て
あ
る
。
此
桟
敷
と
舞
台
と
の
関
67
係
が
少
し
妙
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
舞
台
の
右
側
か
ら
之
に
向
っ
て
ゐ
る
べ
き
筈
だ
と
思
ふ
が
、
此
点
不
明
で
あ
る
。
」
と
の
べ
て
お
ら
れ
る
。　
舞
台
の
広
さ
は
、
前
図
之
同
様
、
間
口
が
三
間
以
上
、
奥
行
き
が
二
間
程
度
で
あ
ろ
う
か
。
脇
座
は
な
く
、
長
押
に
は
水
引
幕
が
か
か
っ
て
い
る
。
桟
敷
の
位
置
は
、
竹
内
氏
の
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
す
こ
し
異
様
で
、
舞
台
の
右
手
に
舞
台
に
直
交
す
る
よ
う
・
に
つ
い
て
い
る
℃
観
客
席
は
土
間
に
敷
物
を
敷
い
て
お
り
、
十
六
人
の
観
客
が
描
か
れ
て
い
る
。
両
親
と
連
れ
立
っ
て
き
た
ら
し
い
幼
童
の
姿
も
見
え
る
b
　
舞
台
に
は
三
人
の
人
物
が
登
場
し
て
「
い
る
。
二
人
の
若
衆
の
う
ち
、
一
人
は
扇
を
右
手
に
舞
い
の
姿
を
見
せ
て
お
り
、
他
の
一
人
は
坐
し
て
こ
れ
を
見
る
態
で
あ
る
。
も
う
一
人
は
、
こ
の
二
人
を
座
敷
に
招
い
た
大
尽
客
ら
し
く
、
前
に
は
、
壷
、
脇
息
、
馳
走
を
盛
り
う
け
、
箸
を
添
え
た
大
皿
な
ど
の
小
道
具
が
お
か
れ
て
い
る
。
能
狂
言
か
ら
継
承
し
た
酒
盛
り
場
面
の
舞
台
化
で
あ
ろ
う
。
鮮
糠
繁
鑓
離
犠
鱗
麗
蝋
鵬
濫
縫
騎
孫
羅
繁
躯
励
暴
軽
鯵
翼
矯
灘
馨
繍
鍬
蕪
麗
雛
硫
錫
態
縫
灘
韓
購
饗
削
鵬
も
の
と
考
．
ざ
る
を
蛎
　
1
2
山
東
京
伝
考
証
歌
舞
伎
古
図
一
巻
　
森
銑
三
氏
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
、
　
『
浮
世
絵
と
版
画
』
昭
和
二
十
四
年
六
月
号
に
「
山
東
京
伝
の
歌
舞
伎
古
図
考
証
」
と
題
し
て
紹
介
さ
九
た
四
点
の
興
行
物
の
図
で
あ
る
。
「
山
東
京
伝
の
歌
舞
伎
古
図
考
証
」
は
、
『
森
銑
三
著
作
集
第
四
巻
』
に
収
録
さ
れ
た
。
原
図
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
収
ま
っ
て
い
て
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
以
下
、
森
銑
三
・
氏
の
紹
介
と
、
『
浮
世
絵
と
版
画
』
収
載
の
写
真
に
よ
っ
て
考
察
を
進
め
て
い
き
た
い
。
　
森
氏
に
よ
れ
ば
、
図
の
数
は
四
つ
、
い
ず
れ
も
横
一
尺
余
、
縦
は
そ
れ
よ
り
や
や
長
い
。
現
状
は
文
化
十
三
年
の
山
東
京
伝
の
考
証
を
添
え
て
、
凸
巻
の
巻
物
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
。
画
風
は
狩
野
と
も
土
佐
と
も
い
い
か
ね
る
が
、
ま
た
、
初
期
の
肉
筆
浮
世
絵
と
も
風
を
異
に
す
る
。
特
に
画
と
し
て
優
れ
て
い
る
と
は
い
い
兼
ね
る
が
、
決
し
て
品
の
悪
い
も
の
で
は
な
い
。
絹
地
に
画
い
て
あ
っ
て
、
や
や
濃
い
彩
色
が
施
し
て
あ
る
。
金
泥
な
ど
も
使
っ
て
あ
る
。
　
以
上
の
森
氏
の
評
言
は
『
浮
世
絵
と
版
画
』
所
収
の
き
わ
め
て
不
鮮
明
な
写
真
で
は
確
か
め
よ
う
も
な
い
が
、
．
画
風
は
、
の
ち
の
町
絵
師
の
手
に
な
る
作
、
た
と
え
ば
、
大
阪
細
見
氏
所
蔵
の
紙
本
着
色
「
四
条
河
原
図
巻
」
、
東
京
藪
本
氏
所
蔵
の
四
曲
｝
隻
子
供
芝
居
図
（
い
ず
れ
も
拙
著
『
歌
舞
伎
開
花
』
所
収
）
な
ど
に
よ
く
似
た
も
の
が
あ
り
、
初
期
肉
筆
浮
世
絵
の
筆
致
な
ど
よ
り
は
柔
ら
か
い
ト
ー
ン
が
全
体
を
支
配
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
　
各
図
の
絵
柄
に
つ
い
て
、
森
氏
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
　
　
第
一
図
。
能
舞
台
に
似
た
四
角
な
舞
台
を
、
や
、
高
い
角
度
か
ら
傭
観
し
た
様
に
画
い
て
ゐ
る
。
そ
の
四
角
な
舞
台
に
若
衆
が
四
　
人
。
雅
楽
の
や
う
に
向
ひ
合
っ
て
踊
っ
て
ゐ
る
。
何
れ
も
揃
ひ
の
派
手
な
衣
裳
を
着
け
、
扇
を
か
ざ
し
、
太
刀
を
一
振
り
落
し
ざ
し
に
　
し
て
ゐ
る
。
袖
を
翻
し
、
片
足
を
上
げ
、
か
な
り
は
げ
し
い
動
作
を
し
て
ゐ
る
ら
し
い
。
橋
が
か
り
に
近
く
、
曲
求
に
掛
け
て
三
味
線
　
を
弾
く
若
衆
が
ゐ
る
。
曲
求
は
列
ん
で
居
り
、
今
一
っ
端
だ
け
が
見
え
て
ゐ
る
の
が
あ
り
、
そ
れ
に
は
虎
の
皮
が
懸
け
て
あ
る
。
舞
台
　
の
奥
の
板
羽
目
に
は
、
狩
野
の
画
風
で
、
鳥
が
二
羽
画
い
て
あ
る
。
　
　
な
ほ
こ
＼
に
注
意
す
べ
き
は
、
右
の
三
味
線
を
弾
く
若
衆
に
近
く
、
橋
が
か
り
の
端
に
坐
し
て
、
横
向
き
に
扇
子
で
若
衆
を
煽
ぐ
蒲
　
ら
顔
の
男
の
画
か
れ
て
ゐ
る
こ
と
で
、
こ
れ
は
問
題
の
猿
若
ら
し
い
。
草
色
の
頭
巾
を
冠
り
、
袖
無
し
を
着
、
腰
に
は
定
ま
り
の
瓢
箪
　
を
提
げ
て
ゐ
る
。
何
か
物
を
い
っ
て
ゐ
る
ら
し
く
も
見
ら
れ
る
。
と
に
か
く
こ
の
男
は
滑
稽
的
な
存
在
ら
し
い
。
　
　
見
物
に
は
女
が
三
人
と
僧
が
四
人
と
ゐ
る
。
僧
の
一
人
は
尼
ら
し
い
。
僧
達
の
座
辺
に
黒
い
箱
が
あ
り
、
上
に
盃
を
入
れ
た
ら
し
い
　
袋
が
載
っ
て
ゐ
る
。
傍
に
瓢
箪
が
置
い
て
あ
る
。
僧
の
一
人
は
、
も
う
酔
っ
て
ゐ
る
ら
し
い
様
子
に
見
ら
れ
る
。
　
　
女
達
の
後
に
は
、
裾
紅
色
と
白
色
と
の
だ
ん
だ
ら
の
幕
が
張
っ
て
あ
り
、
そ
れ
に
輪
違
ひ
の
大
き
な
紋
が
附
い
て
ゐ
る
。
　
以
上
が
森
氏
の
解
説
で
あ
る
。
こ
の
図
に
つ
い
て
、
山
東
京
伝
は
次
の
よ
う
に
，
い
っ
て
い
る
。
　
○
按
ズ
ル
に
此
古
画
は
、
寛
永
の
末
正
保
の
比
の
京
四
条
河
原
の
若
衆
歌
舞
伎
の
図
也
。
若
衆
の
曲
・
求
に
尻
か
け
て
三
味
線
を
ひ
く
さ
　
　
ま
を
か
け
り
。
又
曲
求
に
虎
の
皮
か
け
た
る
所
を
か
け
り
。
　
○
太
平
記
蜷
廿
貞
和
五
年
六
月
十
一
日
四
条
河
原
の
田
楽
の
か
り
屋
の
さ
ま
を
い
へ
る
所
に
日
『
舞
台
に
曲
求
縄
床
を
立
箋
ら
べ
、
紅
　
　
縁
の
謡
を
展
布
て
、
豹
虎
の
皮
を
懸
た
れ
ば
、
見
ル
ニ
眼
を
照
さ
れ
て
、
心
も
空
に
成
ぬ
る
に
云
々
』
是
等
の
な
ご
り
に
こ
そ
あ
る
　
　
べ
け
れ
。
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雑
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
写
真
に
よ
っ
て
、
こ
の
森
氏
の
解
説
や
京
伝
の
考
証
を
補
っ
て
み
よ
う
。
　
ま
ず
舞
台
の
位
置
、
配
置
が
通
常
の
も
の
と
異
な
っ
て
い
る
。
通
常
の
舞
台
で
、
大
臣
柱
と
笛
柱
の
あ
る
あ
い
だ
が
板
羽
目
で
ふ
さ
が
れ
、
狩
野
風
の
画
風
で
樹
木
に
止
ま
る
二
羽
の
鳥
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
舞
台
構
造
は
他
に
も
画
証
が
あ
り
、
興
行
物
が
軒
を
並
べ
て
い
る
四
条
河
原
あ
た
り
で
は
、
隣
り
の
小
屋
と
の
関
係
で
こ
の
よ
う
な
配
置
に
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
橋
掛
り
は
舞
台
右
手
に
直
交
し
、
手
す
り
が
渡
さ
れ
て
い
る
。
舞
台
の
広
さ
は
、
間
口
が
板
数
に
し
て
九
枚
、
三
間
程
に
な
り
、
奥
行
き
は
そ
の
割
合
で
い
く
と
二
間
で
あ
ろ
う
。
橋
掛
り
の
斜
め
後
方
か
ら
舞
台
を
傭
観
し
て
描
い
て
い
る
た
め
、
大
臣
柱
と
笛
柱
の
方
向
が
奥
正
面
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
は
、
三
味
線
を
弾
く
若
衆
の
腰
か
け
る
曲
求
の
す
え
ら
れ
て
い
る
、
通
常
の
鮨
舞
台
で
後
座
に
あ
た
る
と
こ
ろ
が
正
面
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
　
舞
台
で
演
じ
ら
れ
て
い
る
芸
態
は
、
若
衆
の
舞
踊
で
あ
る
が
、
登
場
人
物
は
、
女
歌
舞
伎
で
上
演
さ
れ
た
「
茶
屋
遊
び
」
に
酷
似
し
て
い
る
。
た
だ
、
　
「
茶
屋
遊
び
」
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
茶
屋
の
女
房
の
姿
が
み
え
な
い
の
で
、
　
「
茶
屋
遊
び
」
そ
の
ま
ま
の
芸
態
と
う
け
と
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
猿
若
が
登
場
し
て
、
曲
求
で
三
味
線
を
秦
す
る
若
衆
（
「
茶
屋
遊
び
」
の
大
尽
客
に
あ
た
る
）
を
扇
子
で
あ
お
ぎ
た
て
て
い
る
と
こ
ろ
に
は
多
少
の
寸
劇
め
い
た
構
成
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
、
　
「
茶
屋
遊
び
」
の
バ
リ
エ
ィ
シ
ョ
ン
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
く
似
た
芸
態
は
、
「
8
庶
民
遊
楽
図
六
曲
一
双
屏
風
」
の
第
九
図
、
「
9
歌
舞
伎
・
遊
楽
図
十
二
図
」
の
第
五
図
な
ど
に
も
み
ら
れ
、
若
衆
、
猿
若
入
り
ま
じ
っ
て
の
拍
子
事
が
あ
っ
て
終
っ
た
も
の
で
、
若
衆
歌
舞
伎
の
代
表
的
芸
態
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
第
二
図
に
つ
い
て
、
森
氏
は
次
の
よ
う
に
解
説
さ
れ
て
い
る
。
　
　
第
二
図
。
梵
天
国
の
操
の
図
で
あ
る
。
こ
れ
は
舞
台
を
真
正
面
に
見
た
と
こ
ろ
で
、
京
伝
の
文
中
に
記
さ
れ
た
梵
天
国
の
最
後
に
近
　
い
場
面
が
演
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
人
形
遣
は
見
え
な
い
。
背
景
も
な
く
て
、
そ
こ
に
は
綴
子
ら
し
い
模
様
の
美
し
い
幕
が
引
い
て
あ
　
る
。
舞
台
の
前
に
は
黒
塗
の
柱
が
あ
り
、
そ
れ
に
は
金
で
唐
草
の
模
様
が
あ
る
。
舞
台
と
観
客
席
と
を
境
し
て
木
柵
が
あ
る
。
　
　
観
客
は
男
女
す
べ
て
十
四
人
、
深
編
笠
の
男
な
ど
も
居
り
、
開
い
た
扇
の
隙
間
か
ら
舞
台
を
見
た
り
し
て
ゐ
る
。
こ
＼
に
も
尼
二
　
人
、
僧
一
人
が
居
り
、
尼
の
前
に
第
一
図
と
同
じ
や
う
な
黒
い
箱
が
あ
り
、
酒
器
と
盃
と
が
載
せ
て
あ
る
。
女
の
中
に
、
先
の
曲
っ
た
　
金
属
製
の
煙
管
を
横
に
く
は
へ
て
ゐ
る
の
が
ゐ
る
。
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画
の
近
景
に
、
丈
の
低
い
櫓
が
あ
り
、
銀
杏
の
葉
を
円
形
に
三
つ
列
べ
た
紋
を
附
け
た
幕
が
張
っ
て
あ
る
。
外
と
観
客
席
と
の
境
に
　
も
幕
が
あ
る
。
　
山
東
京
伝
は
、
こ
の
第
二
図
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。
　
○
次
の
図
に
鬼
の
車
に
乗
、
男
女
の
車
に
乗
た
る
を
追
ゆ
く
体
を
か
き
、
迦
陵
頻
伽
と
孔
雀
と
を
か
け
る
は
、
京
四
条
河
原
の
あ
や
つ
　
　
り
人
形
芝
居
の
図
也
。
ゑ
が
け
る
人
形
の
さ
ま
を
考
ふ
る
に
、
梵
天
国
と
云
草
紙
の
文
を
浄
瑠
璃
に
か
た
り
て
、
人
形
を
あ
や
つ
り
　
　
し
も
の
也
。
梵
天
国
と
云
草
紙
は
室
町
家
の
比
の
物
な
れ
ば
ふ
る
し
。
　
こ
の
あ
と
京
伝
は
続
け
て
、
お
伽
草
子
の
「
梵
天
国
」
の
略
筋
を
紹
介
し
、
操
り
の
舞
台
で
上
演
さ
れ
て
い
る
場
面
に
つ
い
て
考
察
し
、
さ
ら
に
つ
づ
け
て
、
梵
天
国
に
ま
つ
わ
る
諺
を
紹
介
し
、
　
○
此
梵
天
国
は
昔
い
た
く
お
こ
な
は
れ
た
る
も
の
と
見
え
て
、
延
宝
の
比
ま
で
浄
瑠
璃
に
か
た
り
、
元
禄
の
比
ま
で
狂
言
づ
く
し
に
も
　
　
し
た
る
事
、
当
時
の
書
に
見
え
た
り
。
　
と
む
す
ん
で
い
る
。
　
第
三
図
に
つ
い
て
、
森
氏
は
次
の
よ
う
に
解
説
さ
れ
て
い
る
。
　
　
第
一
図
と
同
じ
型
を
成
す
橋
が
か
り
の
あ
る
舞
台
に
、
能
狂
言
風
の
所
作
が
演
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
。
役
者
は
た
ゴ
｝
人
、
大
名
で
あ
ら
　
う
か
、
白
い
顔
に
薄
髭
が
あ
る
。
浅
葱
色
の
素
砲
に
、
長
袴
を
着
け
て
居
り
、
三
番
斐
の
や
う
な
黒
い
烏
帽
子
を
い
た
だ
い
て
ゐ
る
。
　
そ
し
て
棒
の
端
に
苞
に
入
れ
た
物
と
角
樽
と
を
担
っ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
何
な
の
か
、
京
伝
も
分
ら
な
か
っ
た
ら
し
く
て
、
一
言
も
触
れ
　
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
舞
台
の
奥
に
は
緋
の
毛
臨
が
敷
い
て
あ
っ
て
、
そ
の
上
に
桂
桶
が
置
い
て
あ
る
。
板
羽
目
に
は
、
大
き
く
芭
蕉
が
　
．
画
い
て
あ
る
。
　
　
観
客
は
男
女
併
せ
て
十
四
人
、
そ
の
内
に
深
編
笠
の
男
が
五
入
か
た
ま
っ
て
居
り
、
そ
の
後
に
従
者
ら
し
く
頬
冠
り
を
し
た
男
が
、
　
両
掛
を
置
い
て
控
へ
て
ゐ
る
。
そ
こ
へ
ま
た
深
編
笠
の
侍
が
一
人
、
木
戸
か
ら
入
ら
う
と
し
て
居
り
、
若
衆
が
一
人
、
先
の
曲
っ
た
長
　
煙
管
を
か
つ
い
て
後
に
従
ふ
。
近
景
に
櫓
が
あ
っ
て
、
桔
梗
の
紋
が
付
い
て
ゐ
る
。
　
こ
の
図
に
つ
い
て
、
山
東
京
伝
は
何
ら
言
及
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
　
森
氏
の
説
明
の
叙
述
は
委
曲
を
尽
し
て
い
る
が
、
二
、
三
補
う
と
、
正
面
の
櫓
に
は
五
本
の
毛
槍
が
立
て
か
け
ら
れ
て
お
り
、
端
に
は
梵
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天
ら
し
い
も
の
も
描
か
れ
て
い
る
。
板
羽
目
に
描
か
れ
て
い
る
絵
が
松
で
は
な
く
大
き
な
芭
蕉
で
あ
る
こ
と
と
考
え
合
わ
せ
て
、
こ
の
舞
台
で
上
演
さ
れ
て
い
る
能
狂
言
が
、
四
座
一
流
の
正
式
の
も
の
で
は
な
く
、
見
世
物
芝
居
で
演
じ
ら
れ
た
く
ず
れ
た
形
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
櫓
幕
の
紋
は
、
森
氏
の
い
わ
れ
る
桔
梗
紋
で
は
な
く
沢
潟
紋
で
あ
る
。
舞
台
の
役
者
が
か
つ
い
で
い
る
苞
に
入
れ
た
物
と
角
樽
と
は
、
写
真
が
不
鮮
明
な
た
め
に
明
確
な
判
断
は
で
き
な
い
が
、
狂
言
の
「
く
ち
ま
ね
」
（
柳
樽
と
も
）
に
使
用
さ
れ
る
作
り
物
の
樽
肴
を
思
わ
せ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
舞
台
に
登
場
し
て
い
る
役
者
は
、
さ
る
と
こ
ろ
か
ら
樽
肴
を
も
ら
っ
た
大
名
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
人
物
が
か
ぶ
っ
て
い
る
烏
帽
子
は
剣
先
烏
帽
子
で
あ
り
、
装
束
は
、
素
抱
に
長
上
下
で
あ
っ
て
、
現
行
の
大
小
名
狂
言
の
ア
ド
の
主
の
扮
装
と
ほ
ぼ
似
通
っ
て
い
る
。
舞
台
で
演
じ
ら
れ
て
い
る
所
作
は
、
狂
言
と
判
断
し
て
よ
か
ろ
う
が
、
正
式
の
も
の
で
は
な
く
、
若
干
く
ず
し
た
歌
舞
伎
風
の
演
出
で
あ
っ
た
ろ
う
。
　
第
四
図
に
つ
い
て
、
森
氏
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
　
　
舞
台
の
形
は
大
体
第
一
、
第
三
の
両
図
と
同
じ
く
、
そ
の
上
で
は
上
下
を
着
け
た
若
い
総
髪
の
男
が
坐
っ
て
軽
業
を
し
て
ゐ
る
。
朱
　
塗
と
黒
塗
と
の
二
種
の
木
片
を
高
く
積
上
げ
た
の
を
片
手
の
指
先
で
支
へ
て
ゐ
る
。
そ
の
傍
に
小
人
の
口
上
言
ひ
が
居
り
、
や
は
り
坐
　
っ
て
、
開
い
た
扇
子
を
胸
の
前
に
持
っ
て
、
何
や
ら
述
べ
立
て
＼
ゐ
る
。
顔
だ
け
が
人
並
に
大
き
い
。
や
は
り
総
髪
で
、
中
年
ら
し
い
　
顔
を
し
て
ゐ
る
。
鼻
下
に
髭
が
あ
る
。
舞
台
の
奥
に
は
ま
た
毛
藍
が
敷
か
れ
、
そ
こ
に
三
味
線
が
三
桿
置
い
て
あ
る
。
　
　
観
客
は
す
べ
て
十
一
人
、
そ
の
内
に
乳
母
ら
し
く
、
乳
子
を
高
く
抱
上
げ
て
見
せ
て
ゐ
る
女
が
ゐ
る
。
か
つ
ぎ
の
女
が
ゐ
る
。
こ
こ
　
に
も
僧
が
三
人
居
り
、
笠
を
冠
っ
た
ま
＼
で
ゐ
る
。
　
　
近
景
の
木
戸
口
に
床
几
を
置
い
て
、
そ
の
上
に
立
ち
、
扇
を
か
ざ
し
て
客
を
呼
ん
で
ゐ
る
の
は
女
ら
し
い
。
頭
に
手
拭
を
載
せ
　
て
ゐ
る
。
　
そ
の
女
に
鳥
目
を
渡
し
て
、
急
い
で
木
戸
を
入
ら
う
と
す
る
女
が
二
人
あ
り
、
そ
の
一
人
は
や
は
り
か
つ
ぎ
を
し
て
ゐ
　
る
。
　
　
木
戸
は
鳥
居
の
形
を
し
て
ゐ
て
、
将
棋
の
駒
の
形
の
額
が
掛
っ
て
ゐ
る
。
木
戸
の
内
と
観
客
席
と
の
境
の
幕
に
は
、
三
ツ
巴
の
紋
が
　
付
い
て
ゐ
る
。
　
こ
の
第
四
図
に
つ
い
て
、
山
東
京
伝
は
次
の
よ
う
に
の
べ
て
ゐ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
き
ひ
と
　
○
又
次
の
図
の
ち
ひ
さ
き
男
は
、
一
寸
法
師
の
見
せ
物
な
る
べ
し
。
保
儒
を
一
寸
法
師
と
い
ふ
は
、
室
町
家
の
比
つ
く
れ
る
「
寸
法
師
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と
い
ふ
草
紙
そ
の
も
と
也
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ろ
し
　
　
　
ひ
き
ひ
と
ま
ひ
　
　
　
　
　
　
　
く
ぐ
っ
ま
は
し
　
○
右
京
太
夫
の
新
猿
楽
記
に
、
　
『
究
師
、
株
儒
舞
、
田
楽
、
俺
儲
子
云
々
』
と
あ
れ
ば
、
一
寸
法
師
の
見
せ
物
は
ふ
る
き
事
也
。
　
以
上
の
よ
う
に
の
べ
、
絵
の
制
作
年
代
に
つ
い
て
は
、
最
初
の
条
の
上
に
、
次
の
よ
う
な
書
入
れ
を
加
え
て
い
る
。
　
○
そ
ゴ
ろ
物
語
、
談
海
等
を
考
ふ
る
に
、
寛
永
の
末
に
女
歌
舞
伎
を
禁
ぜ
ら
れ
て
若
衆
歌
舞
伎
と
な
り
、
慶
安
年
中
に
若
衆
歌
舞
伎
を
　
　
禁
ぜ
ら
れ
た
り
。
こ
れ
を
押
て
お
も
へ
ば
、
此
絵
は
正
保
中
の
物
な
る
べ
し
。
　
森
氏
と
京
伝
の
解
説
に
若
干
補
な
う
と
、
木
戸
口
の
床
几
の
上
で
扇
を
か
ざ
し
て
観
客
を
招
き
入
れ
て
い
る
人
物
は
、
か
な
ら
ず
し
も
女
と
は
決
定
し
が
た
い
。
頭
に
冠
っ
て
い
る
手
拭
い
の
た
め
に
、
詣
の
形
も
明
ら
か
で
な
く
、
若
衆
と
み
て
も
不
都
合
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
舞
台
向
っ
て
左
手
に
つ
い
て
い
る
橋
掛
り
は
、
通
常
の
舞
台
で
は
、
楽
屋
に
つ
づ
く
が
、
こ
の
図
で
は
、
勾
欄
で
途
中
か
ら
区
切
ら
れ
て
、
そ
の
先
へ
は
つ
づ
い
て
い
な
い
。
他
に
例
を
み
な
い
珍
し
い
構
造
で
あ
る
。
看
板
は
い
わ
ゆ
る
庵
看
板
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
櫓
は
組
ま
れ
て
お
ら
ず
、
客
は
鳥
居
風
の
入
口
か
ら
中
に
入
る
と
、
幕
で
区
切
ら
れ
て
い
て
、
左
右
へ
導
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
厳
木
戸
は
見
当
ら
な
い
。
　
舞
台
で
演
じ
ら
れ
て
い
る
芸
は
「
枕
返
し
」
で
あ
ろ
う
。
　
「
枕
返
し
」
に
つ
い
て
は
、
朝
倉
無
声
『
見
世
物
研
究
』
に
か
な
り
詳
細
な
説
明
が
あ
る
。
中
国
で
は
、
散
楽
雑
戯
の
一
種
で
弄
枕
と
呼
ば
れ
た
も
の
で
あ
り
、
我
国
で
は
寛
永
ご
ろ
か
ら
京
を
は
じ
め
と
す
る
各
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
　
　
ニ
　
　
　
　
　
ク
　
　
　
モ
で
行
な
わ
れ
た
記
録
が
み
ら
れ
る
。
『
和
漢
三
才
図
会
』
の
「
弄
丸
」
の
条
に
コ
種
有
二
弄
枕
一
、
以
二
木
枕
十
箇
巴
竪
相
重
捧
7
之
、
恰
如
ニ
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
一
柱
一
、
中
抜
二
去
所
レ
好
枕
一
数
次
皆
然
焉
、
有
二
数
品
弄
枕
一
」
と
あ
り
、
ま
た
、
正
保
二
年
刊
の
『
ひ
そ
め
草
』
に
「
若
き
人
達
寄
合
ひ
遊
ぶ
中
に
、
｝
人
木
枕
多
く
集
め
て
重
ね
あ
げ
、
手
に
据
ゑ
左
右
へ
渡
す
、
人
の
好
む
所
に
よ
り
切
る
、
又
二
つ
手
に
据
ゑ
、
い
か
程
に
も
自
由
に
な
す
、
拳
一
つ
動
か
し
、
肱
肩
ぐ
た
り
き
り
き
り
廻
は
し
な
ど
し
て
、
色
々
の
戯
れ
を
す
る
」
と
、
当
時
、
町
人
の
若
者
な
ど
の
あ
い
だ
に
ま
で
浸
透
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
要
す
る
に
「
枕
返
し
」
と
は
、
木
枕
の
曲
取
り
で
あ
り
、
こ
の
図
に
描
か
れ
て
い
る
木
片
ら
し
き
も
の
は
こ
の
木
枕
で
あ
ろ
う
。
　
「
枕
返
し
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
軽
業
芸
や
見
世
物
芸
が
若
衆
歌
舞
伎
の
舞
台
で
上
演
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
先
学
の
指
摘
が
あ
る
（
郡
司
正
勝
氏
　
羅
鰍
日
本
文
学
史
第
八
巻
近
世
歌
舞
伎
』
）
。
こ
と
に
、
　
『
徳
川
実
紀
』
慶
安
四
年
二
月
廿
七
日
の
条
に
は
、
勘
三
郎
、
彦
作
両
座
の
俳
優
が
江
戸
城
中
に
招
か
れ
て
、
　
「
放
下
」
や
「
枕
返
し
」
を
演
じ
た
記
録
が
あ
り
、
枕
返
し
は
若
衆
歌
舞
伎
の
重
要
な
演
78
目
で
あ
っ
た
。
又
、
小
人
の
見
世
物
が
少
年
の
踊
り
と
組
合
わ
さ
れ
て
上
演
さ
れ
て
い
た
資
料
も
あ
る
（
『
鹿
苑
日
録
』
慶
長
十
五
年
三
月
七
日
の
条
）
。
本
図
は
独
立
し
た
見
世
物
小
屋
を
描
い
た
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
正
面
入
口
の
呼
び
込
み
を
若
衆
と
み
る
と
き
、
本
図
は
、
若
衆
歌
舞
伎
の
一
芸
態
を
描
い
た
と
み
て
何
ら
の
支
障
を
き
た
さ
な
い
の
で
あ
る
。
　
1
3
若
衆
歌
舞
伎
図
二
葉
　
「
8
庶
民
遊
楽
図
六
曲
一
双
屏
風
」
や
「
9
歌
舞
伎
・
遊
楽
図
十
二
図
」
な
ど
と
同
様
に
、
元
来
は
、
六
面
内
至
十
二
面
揃
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
押
絵
張
り
風
の
若
衆
歌
舞
伎
図
二
葉
の
舞
台
写
真
で
あ
る
。
右
二
種
と
同
様
に
、
上
下
を
金
雲
で
区
切
っ
て
、
若
衆
歌
舞
伎
の
舞
台
を
描
い
て
お
り
、
筆
致
、
構
図
そ
の
他
相
互
に
共
通
す
る
も
の
を
看
取
で
き
る
が
、
原
物
は
未
見
で
あ
る
。
　
若
衆
歌
舞
伎
図
二
葉
の
う
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
う
ち
の
一
図
は
、
舞
台
前
方
正
面
に
、
二
人
の
若
衆
が
、
派
手
な
模
様
の
振
袖
を
着
、
右
手
に
開
れ
た
扇
子
を
持
っ
て
、
向
い
あ
っ
て
舞
っ
て
い
る
。
地
謡
座
に
は
、
二
人
の
若
衆
が
坐
っ
て
お
り
、
難
子
座
に
は
毛
藍
が
敷
か
れ
、
大
小
の
鼓
を
打
つ
上
下
姿
の
二
人
の
若
衆
と
、
そ
の
後
方
で
、
地
謡
を
う
た
っ
て
い
る
ら
し
い
羽
織
姿
の
二
人
の
若
衆
を
描
い
て
い
る
。
演
目
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
能
風
の
舞
で
あ
ろ
う
。
　
観
客
は
全
部
で
十
三
人
、
う
ち
、
編
笠
を
か
ぶ
っ
た
人
物
が
五
人
、
謡
座
の
わ
き
に
子
供
が
一
人
立
っ
て
舞
台
を
み
て
い
る
。
舞
台
は
間
口
が
板
敷
に
し
て
八
枚
、
素
朴
な
脇
座
も
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
橋
掛
り
は
向
っ
て
左
手
に
舞
台
に
直
交
し
て
い
る
。
橋
掛
り
に
は
勾
欄
が
つ
け
ら
れ
、
上
方
に
は
幕
が
渡
さ
れ
て
富
士
山
に
一
の
字
が
染
め
こ
ま
れ
て
い
る
。
日
本
一
を
示
す
も
の
で
、
芝
居
小
屋
に
よ
く
み
ら
れ
る
模
様
で
あ
る
。
そ
の
外
側
に
は
二
本
の
松
の
木
が
植
え
ら
れ
て
い
る
。
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周
辺
は
、
竹
矢
来
に
莚
張
り
で
、
入
口
に
は
櫓
が
組
ま
れ
て
お
ら
ず
、
黒
木
を
組
ん
だ
素
朴
な
門
に
莚
が
垂
ら
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
向
っ
て
右
手
に
庵
看
板
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
文
字
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
　
観
客
席
は
土
問
で
敷
物
も
み
え
ず
、
桟
敷
ら
し
き
も
の
も
見
当
ら
な
い
。
　
第
二
図
は
、
十
三
人
の
歌
舞
伎
若
衆
に
よ
る
群
舞
で
あ
る
。
舞
台
中
央
に
は
床
几
が
据
え
ら
れ
、
頭
に
鉢
巻
を
し
た
振
袖
姿
の
若
衆
が
三
味
線
を
演
奏
し
て
お
り
、
そ
の
傍
に
は
小
姓
ら
し
い
も
の
が
刀
を
捧
げ
て
控
え
て
い
る
。
こ
れ
を
と
り
か
こ
ん
で
、
鉢
巻
に
振
袖
姿
の
若
衆
が
右
手
に
日
の
丸
を
描
い
た
団
扇
を
手
に
し
て
輪
に
な
っ
て
、
手
ぶ
り
、
足
つ
き
お
も
し
ろ
く
踊
っ
て
い
る
。
脇
座
に
は
ゆ
ら
い
を
つ
け
た
茶
屋
の
女
房
が
、
う
ず
く
ま
る
よ
う
に
坐
っ
て
お
り
、
嘘
子
座
に
は
、
上
下
を
つ
け
た
二
人
の
若
衆
が
、
毛
甑
の
上
に
坐
っ
て
大
　
若
衆
歌
舞
伎
図
二
葉
の
う
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
の
鼓
を
打
っ
て
い
る
。
舞
台
は
脇
座
を
除
い
て
も
三
間
四
方
以
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
図
は
、
東
京
静
嘉
堂
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
二
曲
一
双
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
条
河
原
図
屏
風
の
左
隻
に
描
か
れ
た
道
喜
歌
舞
伎
の
舞
台
を
原
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
型
と
し
て
描
き
か
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
静
嘉
堂
の
四
条
河
原
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
図
は
、
右
隻
に
佐
渡
鶴
歌
舞
伎
、
左
隻
に
道
喜
歌
舞
伎
の
芝
居
小
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
屋
を
据
え
、
そ
の
内
外
の
雑
踏
ぶ
り
を
精
彩
あ
る
筆
致
で
描
写
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舞
台
に
中
心
を
据
え
、
構
図
は
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
借
り
な
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
、
微
妙
な
変
化
を
与
え
て
成
立
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
図
を
道
喜
歌
舞
伎
と
比
較
し
て
変
化
し
て
い
る
お
も
な
部
分
75
を
挙
げ
る
と
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
〈6）　（5）　（4）　（3）　（2）　（1＞
　
以
上
の
う
ち
、
を
描
く
も
の
に
か
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
の
変
化
で
も
あ
る
点
に
本
図
の
資
料
価
値
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
舞
台
で
演
じ
ら
れ
て
い
る
芸
態
は
「
茶
屋
遊
び
」
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
女
歌
舞
伎
の
「
茶
屋
遊
び
」
の
画
面
に
は
定
ま
っ
て
み
ら
れ
る
猿
若
の
姿
が
な
い
と
こ
ろ
に
演
出
上
の
変
化
が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
　
1
4
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
所
蔵
六
曲
一
双
四
条
河
原
図
屏
風
　
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
に
六
曲
一
双
の
四
条
河
原
の
興
行
風
景
を
描
い
た
屏
風
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
早
い
時
期
に
日
本
か
ら
流
出
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
右
隻
に
は
左
隅
を
賀
茂
川
が
流
れ
、
上
段
に
は
歌
舞
伎
小
屋
、
操
り
小
屋
な
ど
が
並
び
、
下
段
に
は
、
足
で
弓
を
引
く
女
、
動
物
の
曲
芸
、
蜘
舞
、
大
女
の
見
世
物
な
ど
を
右
隅
か
ら
眺
め
る
視
点
で
描
写
し
、
左
隻
は
、
そ
れ
と
・
対
称
的
に
、
左
隅
か
ら
視
点
を
移
動
さ
せ
て
、
角
力
、
歌
舞
伎
小
屋
、
操
り
の
小
屋
な
ど
を
上
段
に
、
下
段
に
は
、
武
技
、
小
馬
、
大
牛
、
珍
獣
な
ど
の
見
世
物
を
並
べ
て
い
る
。
　
本
図
は
そ
の
左
隻
上
段
の
歌
舞
伎
小
屋
で
あ
る
。
舞
台
は
間
口
、
奥
行
き
と
も
三
間
、
嘩
子
座
の
他
に
、
三
味
線
が
地
謡
座
で
合
奏
さ
れ
て
い
る
。
ま
わ
り
は
竹
矢
来
で
莚
張
り
、
木
戸
は
板
張
り
で
二
つ
、
櫓
が
立
て
ら
れ
、
櫓
幕
が
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
る
。
櫓
上
に
は
、
五
奉
行
を
か
た
ど
っ
た
と
い
う
五
本
の
毛
槍
の
他
に
、
梵
天
（
大
幣
束
）
も
立
て
ら
れ
て
い
る
。
櫓
幕
の
藤
丸
の
紋
は
お
国
歌
舞
伎
の
正
統
を
継
ぐ
こ
と
を
示
す
。
十
三
人
の
若
衆
の
右
手
に
団
扇
を
持
た
せ
、
身
体
の
ひ
ね
り
に
変
化
を
与
え
、
衣
装
の
文
様
を
ち
が
え
た
。
群
舞
の
中
心
に
据
え
ら
れ
て
い
る
曲
ま
の
背
に
か
け
ら
れ
た
虎
の
皮
を
省
略
し
た
。
刀
持
ち
の
小
姓
の
髭
を
下
げ
髪
か
ら
若
衆
詣
と
し
た
。
難
子
方
を
成
人
男
子
か
ら
若
衆
に
変
え
た
。
橋
掛
り
の
猿
若
を
省
筆
し
た
。
地
謡
座
の
三
味
線
の
伴
奏
者
を
省
略
し
た
。
　
　
　
　
こ
と
に
、
㈲
ω
㈲
な
ど
の
変
化
に
よ
っ
て
、
道
喜
歌
舞
伎
が
遊
女
歌
舞
伎
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
本
図
は
若
衆
歌
舞
伎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
ら
の
変
化
が
画
面
上
の
変
化
に
止
ま
ら
ず
、
遊
女
歌
舞
伎
か
ら
若
衆
歌
舞
伎
へ
の
演
出
一76一
　
舞
台
で
演
じ
ら
れ
て
い
る
芸
態
は
木
遣
り
の
風
流
で
あ
る
。
大
石
を
か
た
ど
っ
た
美
麗
な
塗
り
の
箱
に
朱
色
の
縄
が
か
け
わ
た
さ
れ
、
八
人
の
役
者
が
四
人
ず
つ
二
組
に
別
か
れ
て
そ
の
綱
を
引
い
て
い
る
。
か
れ
ら
は
左
手
で
綱
を
持
ち
、
右
手
で
は
扇
子
を
か
ざ
し
て
い
る
。
箱
の
上
に
は
、
顔
に
自
粉
を
塗
り
、
頭
巾
ら
し
き
も
の
を
か
ぶ
り
、
広
袖
の
衣
装
、
裁
着
袴
の
異
様
な
風
体
の
男
が
載
っ
て
い
る
。
同
様
な
服
装
の
人
物
は
箱
の
左
側
に
も
い
る
。
こ
の
ふ
た
り
は
ど
う
や
ら
音
頭
取
り
ら
し
い
。
箱
の
ま
わ
り
に
は
全
部
で
五
人
の
男
が
手
に
長
い
棒
を
持
っ
て
、
箱
の
移
動
を
助
け
て
い
る
。
箱
の
真
う
し
ろ
に
は
、
若
衆
が
ひ
と
り
、
こ
れ
も
棒
ら
し
い
も
の
を
手
に
し
て
あ
と
押
し
の
役
を
し
て
い
る
。
舞
台
左
手
の
目
付
柱
に
は
、
腰
に
大
小
を
さ
し
、
頬
か
ぶ
り
を
し
た
男
が
、
背
に
は
扇
子
ら
し
い
も
の
を
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
、
柱
に
と
り
つ
い
て
い
る
。
働
を
舞
台
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
種
の
河
原
者
の
労
働
が
舞
台
化
さ
れ
て
い
く
過
程
に
つ
い
て
は
、
郡
司
正
勝
氏
に
詳
細
な
論
考
が
あ
る
（
「
河
原
者
と
芸
能
」
『
か
ぶ
き
　
　
様
式
と
伝
承
　
　
』
所
収
）
。
こ
の
郡
司
氏
の
論
考
を
承
け
て
、
建
築
事
業
の
労
働
が
若
衆
芸
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
は
小
笠
原
恭
子
氏
で
あ
る
（
「
若
衆
芸
と
建
築
事
業
」
『
か
ぶ
き
の
誕
生
』
所
収
）
。
小
笠
原
氏
は
、
中
世
末
か
ら
近
世
初
頭
に
か
け
て
、
盛
ん
に
行
な
わ
れ
た
土
木
建
築
事
業
の
石
引
き
、
木
遣
り
な
ど
の
労
働
に
少
年
た
ち
が
関
与
し
た
例
を
挙
げ
ら
れ
て
、
「
築
地
・
石
引
き
・
木
引
き
に
際
し
て
の
芸
能
の
中
心
が
、
若
衆
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
大
規
模
な
建
築
事
業
を
行
な
っ
た
の
が
大
77
名
も
し
く
は
寺
社
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
ど
に
も
よ
ろ
う
が
、
建
築
と
い
う
事
業
を
神
聖
し
、
女
性
を
近
付
け
な
か
っ
た
と
い
う
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
も
と
よ
り
、
木
引
き
、
石
引
き
の
綱
を
引
く
だ
け
な
ら
、
た
と
え
そ
れ
が
寺
社
の
建
築
で
あ
っ
て
も
、
女
性
が
は
い
っ
て
も
差
支
え
は
な
か
っ
た
。
た
だ
そ
の
場
合
で
も
、
音
頭
取
り
は
、
女
性
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
か
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
」
と
の
べ
て
お
ら
れ
る
。
　
こ
の
小
笠
原
氏
の
説
明
か
ら
、
石
引
き
や
木
遣
り
を
舞
台
化
し
た
芸
態
が
、
か
な
ら
ず
若
衆
歌
舞
伎
の
芸
態
で
女
歌
舞
伎
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
結
論
が
直
接
に
導
き
だ
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
現
存
す
る
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
所
蔵
屏
風
に
描
か
れ
る
石
引
き
の
舞
台
は
、
他
の
傍
証
と
も
つ
き
合
わ
せ
て
、
若
衆
歌
舞
伎
を
描
く
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
支
障
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
建
築
事
業
で
石
や
木
の
上
に
載
っ
た
り
、
綱
を
引
く
も
の
の
わ
き
に
あ
っ
て
、
音
頭
を
取
り
、
は
や
し
て
い
る
も
の
が
、
異
形
、
異
類
に
扮
し
て
い
る
画
証
は
他
に
も
存
在
す
る
。
そ
こ
に
は
、
異
形
、
異
類
の
も
の
の
有
す
る
超
人
的
な
力
が
発
動
し
て
作
業
の
進
行
を
促
す
と
い
う
観
念
が
根
底
に
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
小
笠
原
氏
が
挙
げ
た
例
に
み
ら
れ
る
美
し
く
飾
り
た
て
た
少
年
た
ち
も
、
神
霊
の
愚
依
者
と
し
て
の
超
人
力
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
1
5
寛
永
期
八
曲
一
双
江
戸
名
所
図
屏
風
　
新
出
の
八
曲
一
双
江
戸
名
所
図
屏
風
の
左
隻
の
第
三
扇
か
ら
第
五
扇
に
か
け
て
、
中
橋
の
興
行
地
の
賑
い
が
描
写
さ
れ
て
お
り
、
三
つ
の
芝
居
小
屋
と
一
つ
の
操
り
芝
居
が
描
き
こ
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
三
つ
の
芝
居
小
屋
の
う
ち
、
二
つ
は
遊
女
歌
舞
伎
、
一
つ
は
若
衆
歌
舞
伎
の
小
屋
で
あ
る
（
諏
訪
春
雄
・
内
藤
昌
共
編
『
江
戸
図
屏
風
』
参
照
）
。
　
中
橋
は
、
元
吉
原
の
地
と
並
ん
で
早
く
か
ら
諸
種
の
興
行
物
で
栄
え
た
と
こ
ろ
で
、
元
和
三
年
の
『
徳
永
種
久
紀
行
』
に
も
「
新
橋
と
や
ら
ん
打
ち
渡
り
、
都
の
人
の
か
け
つ
ら
ん
、
そ
の
名
ば
か
り
の
京
橋
を
人
も
と
共
に
打
ち
渡
り
、
み
れ
ば
な
に
を
か
な
か
ば
し
の
、
き
ゃ
う
げ
ん
お
ど
り
上
る
り
を
、
木
に
て
作
り
し
で
こ
の
ぼ
う
、
糸
で
あ
や
つ
る
お
も
し
ろ
や
」
と
あ
っ
て
、
そ
の
一
端
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
後
、
元
吉
原
の
地
か
ら
各
種
興
行
物
が
締
出
さ
れ
た
寛
永
初
年
に
は
、
猿
若
座
の
ち
の
中
村
座
も
こ
こ
に
興
行
を
開
始
し
、
江
戸
第
一
の
盛
り
場
と
し
て
、
寛
永
九
年
に
江
戸
城
に
近
い
と
い
う
理
由
で
興
行
物
の
取
払
い
を
命
じ
ら
れ
る
ま
で
殼
賑
が
つ
づ
い
た
。
　
左
隻
の
第
五
扇
の
中
程
に
軽
業
を
演
じ
て
い
る
芝
居
小
屋
が
若
衆
歌
舞
伎
の
芝
居
で
あ
る
。
舞
台
は
能
舞
台
を
踏
襲
し
た
も
の
で
、
方
二
間
程
度
の
広
さ
で
、
向
っ
て
右
手
の
地
謡
座
は
な
く
、
背
後
は
幕
羽
目
で
、
橋
掛
り
は
左
手
に
直
交
し
て
い
る
。
｝
層
式
の
桟
敷
も
設
78
置
さ
れ
て
お
り
、
櫓
は
角
柱
を
組
ん
で
三
つ
道
具
や
槍
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
櫓
の
中
に
は
二
人
の
男
が
は
い
っ
て
太
鼓
を
叩
い
て
い
る
。
櫓
幕
の
紋
は
木
瓜
紋
で
あ
る
。
　
こ
の
小
屋
の
構
造
は
他
の
二
つ
の
遊
女
歌
舞
伎
の
小
屋
と
ほ
と
ん
ど
同
構
造
で
あ
る
。
橋
掛
り
に
遊
女
歌
舞
伎
の
小
屋
に
は
み
ら
れ
た
竹
製
の
欄
干
が
な
い
こ
と
、
舞
台
の
間
口
が
心
持
ち
狭
く
感
じ
ら
れ
る
こ
と
、
観
客
席
に
青
畳
が
敷
か
れ
、
そ
の
上
に
緋
毛
藍
が
広
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
若
干
の
相
違
で
あ
る
が
、
両
者
の
区
別
は
際
立
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
　
本
図
の
舞
台
で
演
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
は
頭
に
赤
熊
を
つ
け
、
覆
面
を
し
た
二
入
の
少
年
の
逆
立
ち
で
あ
る
。
口
に
は
刀
を
く
わ
え
て
い
る
。
こ
の
芸
態
は
、
頭
に
赤
熊
の
獅
子
頭
を
い
た
だ
く
と
こ
ろ
か
ら
み
て
も
獅
子
舞
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
少
年
た
ち
の
演
じ
る
歌
舞
伎
踊
り
に
獅
子
舞
を
ま
じ
え
て
演
じ
て
い
た
こ
と
は
、
す
で
に
、
郡
司
正
勝
氏
が
「
若
衆
か
ぶ
き
以
前
の
少
年
芸
」
（
『
演
劇
研
究
第
四
号
』
昭
和
四
十
五
年
三
月
）
で
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
　
『
時
慶
卿
記
』
の
慶
長
九
年
三
月
廿
四
日
の
条
に
、
　
　
南
都
の
禰
宜
共
参
、
狂
言
在
之
、
又
モ
童
ノ
カ
ブ
キ
跳
度
々
在
之
、
獅
子
舞
奇
意
ノ
義
也
　
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
橋
掛
り
に
ひ
か
え
て
い
る
二
人
の
少
年
を
み
て
も
、
こ
こ
に
描
か
れ
る
芝
居
は
若
衆
を
中
心
と
し
た
見
世
物
芸
で
あ
り
、
踊
り
な
ど
も
演
じ
ら
れ
た
若
衆
歌
舞
伎
の
小
屋
で
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
　
難
子
役
は
成
人
男
子
に
よ
る
笛
と
太
鼓
で
あ
り
、
後
座
に
敷
か
れ
た
緋
毛
藍
の
上
に
坐
っ
て
い
る
。
出
入
口
は
一
つ
で
、
幕
を
上
げ
て
出
入
り
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
覆
面
を
し
て
笠
を
か
ぶ
っ
た
二
人
の
男
が
棒
を
交
錯
さ
せ
て
番
に
当
っ
て
い
る
。
79
㎜
追
記
　
本
稿
に
使
用
し
た
資
料
に
つ
い
て
、
国
立
国
会
図
書
館
の
鈴
木
重
三
氏
の
御
配
慮
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
篤
く
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
